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シ
ル
ヴ
ァ
l
y
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

緒

ー
ドコ

一
二
五
六
年
フ
ラ
グ
け
ハ
ン
に
率
い
ら
れ
て
イ
ラ
ン
に
入
っ
た
十
万
に
及
ば
ん
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
、

一
ご
五
六
年
の
イ
ス
マ

1
イ
l

ル
派
、

一
二
五
八
年
の
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
、

一
二
六

O
年
の
シ
リ
ア
等
に
対
す
る
作
戦
終
了
後
も
、

モ
ン
ゴ
リ
ア
に
帰
還
す
る
こ
と
な
く
そ
の

ま
ま
イ
ラ
ン
に
駐
屯
し
続
け
た
。
フ
ラ
グ
は
シ
リ
ア
か
ら
帰
還
す
る
と
北
西
イ
ラ
ン
に
木
拠
を
定
め
、
事
実
上
イ
ル
H

ハ
ン
国
を
樹
立
し
た
。

こ
の
国
家
の
首
府
は
、
最
初
マ
ラ

l
ガ
、
次
に
タ
ブ
リ
l
ズ
、
後
に
十
四
世
紀
に
ス
ル
タ

l
ニ
エ
に
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
都
邑
は
、
イ
ル

日
ハ
ン
の
夏
冬
の
遊
牧
地
の
途
中
に
あ
り
、
磨
下
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
北
西
イ
ラ
ン
を
中
心
に
、

ハ
ン
の
遊
牧
地
と
首
府
を
取
り
ま
く
よ
う

イ
ル
H

ハ
ン
は
、
支
配
地
を
モ
ン
ゴ
ル
人
王
侯
諸
将
に
分
割
す
る
こ
と
を
お
こ
な
わ
ず
、
土
着
民
に
対
す
る
徴
税
行
政
と
モ
ン
ゴ
ル
軍
人
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に
、
イ
ラ
ン
各
地
に
駐
屯
地
を
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

に
対
す
る
指
獄
、
統
制
と
を
厳
然
と
区
分
し
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

モ
ン
ゴ
ル
軍
の
駐
屯
は
、
土
着
社
会
に
政
治
的

社
会
的
、
経
済
的
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

第
一
に
、
軍
隊
は
、

モ
ン
ゴ
ル
人
の
シ
ャ
ブ
ネ
(
ダ
ル
ガ
チ
)
、
多
く
イ
ラ
ン
人
の
知
事
、
徴
税
官
の
背
後
に
あ
っ
勺
土
着
民
の
動
静
に

有
形
無
形
の
庄
力
を
加
え
て
い
た
。

一
旦
住
民
に
イ
ル
日
ハ
ン
に
対
す
る
叛
意
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
真
先
に
鎮
圧
に
派
遣
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
地
方
に
遊
牧
地
を
有
す
る
軍
隊
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
土
着
地
方
領
侯
、

名
望
家
と
モ

Y
1コ
ル
人
貴
族
聞
の
通
婚
に
よ
っ
て
地
域
的
な
閤
閥
が
形
成
さ
れ
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
両
者
の
政
治
的
関
係
の
原
因
よ
り
は
、
む
し
ろ
結
果
で
あ
る
に
し
て
も
、

イ
ル
H

ハ
ン
国
末
期
以
後
の
地
方
政
局
分
析
の
重
要

な
要
素
と
な
っ
た
。



モ
ン
ゴ
ル
人
は
、
単
に
軍
人
と
そ
の
家
族
の
集
団
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
自
ら
の
再
生
産
の
シ
ス
テ
ム
を
維

持
し
て
い
た
牧
畜
民
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
ガ
ザ
ン

u
ハ
ン
の
改
革
に
至
る
以
前
は
、
軍
人
と
し
て
の
給
与
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
み
な
ら

ず
、
か
え
っ
て
飼
育
す
る
家
畜
に
税
を
課
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
住
者
に
よ
っ
て
農
耕
、
牧
畜
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
は
、
新
た
に
モ

第
三
に
、

ン
ゴ
ル
人
の
遊
牧
地
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
大
い
に
混
乱
や
打
撃
を
被
っ
た
で
あ
ろ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
軍
人
に
農
地
の
占
有
(
よ
り
厳
密
に
は
特
定
の
農
地
の
生
産
物
に
対
す
る
徴
税
権
)
が
許

さ
れ
る
以
前
は
そ
ー
ン
ゴ
ル
人
は
農
地
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
等
は
農
産
物
と
手
工
業
製
品
を
得
る
た
め
に
、
経
済
的
に
で
あ

第
四
に
、

イ
ク
タ
l
制
が
実
施
さ
れ
、

れ
経
済
外
的
に
で
あ
れ
ユ
ル
ト
内
外
の
農
村
、
都
邑
と
流
通
上
の
関
係
を
有
し
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
イ
ク
タ
l
制
実

施
後
は
、
両
者
の
結
び
つ
き
は
い
っ
そ
う
強
固
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
の

モ
ン
ゴ
ル
人
の
ユ
ル
ト
の
設
定
、
及
び
彼
等
の
定
住
農
耕
民
化
は
、
西
ア
ジ
ア
各
地
特
に
北
西
イ
ラ
ン
の
民
族
形
成
史
の
重
大

な
要
し
素
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
正
規
軍
中
に
は
多
数
の
ト
ル
コ
系
部
族
が
含
ま
れ
て
い
て
、
彼
等
の
定
着
は
、
そ
の
地
域
住
民
の
ト
ル
コ
化
過

程
に
一
時
期
を
闘
し
た
で
あ
ろ
う
。

第
五
に
、

-111一

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
イ
ル
リ
ハ
ン
国
史
を
論
述
す
る
に
は
、
最
も
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
イ
ル
日
ハ
ン
国
各
地
の
モ
ン
ゴ
ル
語
部
族

の
分
布
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
田
実
信
「
イ
ル
ハ
ン
の
冬
営
地
・
夏
営
地
」
は
、
歴
代
イ
ル
日
ハ
ン
の
遊
牧
地
を
明
ら
か

に
し
、
北
西
イ
ラ
ン
の
ア
ッ
ラ

1
ン
、
ム
ガ
l
ン
、
ァ
!
ゼ
ル
パ
l
イ
ジ
ャ
l
ン
、
大
ア
ル
メ
ニ
ア
が
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
に
は
、

『
腹
裏
の
地
』

(ρ
。
-
ロ
ロ
ロ
-
ロ
印
)

モ
ン
ゴ
ル
軍
が
重
点
的
に
配
備
さ
れ
、

オ
ル
ド
を
中
心

に
諸
玉
、
諸
部
族
の
遊
牧
地
が
割
当
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
国
論
文
は
そ
の
個
々
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

ア
l
ゼ
ル
パ
l
イ
ジ
+
)
ン
の
地
名
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
起
源
の
も
の
を
収
集
し
、

、
ノ
ル
ス
キ
ー

〈
・
冨
宮
。

2
5
は

ス官
ノレ〉

ド
ク

ス

北
大
文
学
部
一
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

ωロ戸【凶ロ印、

オ
イ
ラ
ー
ト
。
ヨ
伴
、
ベ
ク
リ
ー
ン
∞
岳
民
ロ
(
或
い
は
宮
・
同

2
p
冨
・
同
氏
。
等
の
部
族
の
駐
屯
地
を
比
定
し
た
。
こ
の

研
究
は
現
在
の
地
名
と
イ
ル
H

ハ
ン
朝
の
年
代
記
に
見
え
る
も
の
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
が
用
い
た
『
イ
ラ
ン
地
名

辞
典
』
の
如
き
大
規
模
な
公
刊
資
料
の
得
難
い
今
日
の
ソ
連
領
及
び
ト
ル
コ
領
諸
地
域
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
呼
称
に
よ
る
ア
ッ
ラ

1
ン
、
ム

ガ

l
ン
、
シ
ル
ヴ
ァ

I
ン
、
グ
シ
ュ
タ
ス
フ
ィ

l
、
大
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
別
の
方
法
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
北
西
イ
ラ
ン
は
イ
ル
日
ハ
ン
固
に
は
本
土
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
キ
プ
チ
ャ
ク
H

ハ
ン
固
と
の
係
争
地
で
前
線
で
あ
る
と

い
う
事
情
に
あ
っ
た
。
キ
プ
チ
ャ
グ
H

ハ
ン
国
は
、
チ
ン
、
ギ
ス
H

ハ
ン
が
ジ
ョ
チ
に
「
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
馬
の
蹄
の
至
る
限
り
」
の
西
方
の
地

を
与
え
た
と
し
て
、
ア
ッ
ラ

l
ン
、
ァ

l
ゼ
ル
バ

l
イ
ジ
ャ

l
ン
の
領
有
権
を
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る
。
歴
代
の
イ
ル
H

ハ
ン
は
北
辺
に
軍

隊
を
配
置
し
て
キ
プ
チ
ャ
ク
H

ハ
ン
国
軍
の
南
下
に
備
え
た
が
、

ス
タ
ー
ン
地
方
守
備
軍
の
内
、
若
干
の
も
の
に
つ
い
て
は
遊
牧
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

」
の
前
線
防
備
と
両
国
間
の
征
戦
を
巡
っ
て
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン、

グ
ル
ジ

-112ー

小
稿
は
、

f
l
レ
l

、
/
、

ノ

ノ

l

ノ

:

キ
プ
チ
ャ
グ
H

ハ
ン
両
国
関
係
と
、

イ
ル
日
ハ
ン
圏
内
の
事
情
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、

イ
ル
日
ハ
ン
朝
、

チ
ム

ー
ル
朝
の
ベ
ル
シ
ャ
語
宮
廷
年
代
記
、

備
、
す
な
わ
ち
部
族
遊
牧
地
設
定
一
の
状
況
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
は
、
グ
ル
ジ
ア
(
ジ
ョ
ル
ジ
ア
)
の
ベ
ル
シ
ャ
語
名
称
で
あ
る
が
、
十
一
一
丁
十
四
世
紀
の
グ
ル
ジ
ア
王
国
の
領
土

は
太
古
よ
り
グ
ル
ジ
ア
人
が
居
住
し
て
い
た
グ
ル
ジ
ア
固
有
の
領
域
と
は
異
る
の
で
、
こ
こ
で
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
称
を
用
い
た
。

現
地
の
グ
ル
ジ
ア
の
年
代
記
に
よ
っ
て
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
配

第
一
章

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
地
方
の
モ
ン
ゴ
ル
軍



イ
ル
H

ハ
ン
国
第
七
代
の
君
主
ガ
ザ
ン
ー
ハ
ン
は
、
軍
規
粛
清
を
め
ざ
す
あ
る
勅
令
の
中
で

ホ
ラ

l
サ
l
ン
同
町
ロ
吋
山
田
一
抑
口
、
フ
ァ
ー
ル
ス
司

MFg一
、
キ
ル
マ

l
ン
州
内
町
宮
山
口
、
バ
グ
ダ
ー
ド
回

ωmv仏間島、

我
が
国
々
の
辺
境
は
、

ル
ー
ム
何
回
目
、
ダ
ル
バ
ン
ド

U
m円
σω
ロ
円
で
あ
る

と
述
べ
、
国
防
上
の
重
要
地
域
の
一
つ
に
ダ
ル
バ
p

ン
ド
を
挙
げ
て
い
る
。
ダ
ル
パ
ン
ド
は
、
狭
義
に
は
大
コ

l
カ
サ
ス
山
脈
が
カ
ス
ピ
海
に

J

ア
ィ
ヤ

l
ル
・
パ
グ
ル
己
目
可
帥
吋
∞

mw
ヘ

(
℃
白
宮
司
、
』
¥
〉
担
問

ω白
h
p
H
H
F
U
H
J『
)

没
す
る
南
北
交
通
の
陸
路
に
存
す
る
一
都
邑
名
で
、

い
ず
れ
の
側
の
軍
陵
も
敵
国
に
侵
入
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
ダ
ル
パ
ジ
ド
を
制
し
て
、

通
過
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
広
義
に
は
、
こ
の
周
辺
の
地
域
、

さ
ら
に
は
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
地
方
全
体
を
指
し
た
。
今
、

一
一
一
六
一
↑
!

年

一
一
一
六
五
1

六
年
の
両
国
戦
役
の
概
略
を
記
し
て
、
少
し
く
戦
略
の
実
例
を
示
そ
う
。

先
ず
、

一
二
六
二
年
夏
、

キ
プ
チ
ャ
ク
日
ハ
ヅ
国
軍
の
前
衛
ノ
ガ
イ

Z
ロ
ぬ
印
可
は
、
ダ
ル
バ
ン
ド
を
容
易
に
突
破
し
て
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
地

ア
l
ラ

1
タ
l
グ
と
仰
吋

E
の
夏
営
地
に
居
た
が
、
二
一
六
二
年
八
月
二

O
目
前
衛
と
し
て

シ
ラ
ム
ン

ω}回
目
吋
帥
自
国
白
川
ノ
ヤ
ン
を
派
遣
し
、
自
ら
も
前
線
に
向
っ
た
。

シ
ラ
ム
ン
は
サ
マ
グ
ル

ω山口同帥
m
vロ円
H

ノ
ヤ
ン
と
共
に
十
月

-113一

方
に
至
っ
た
。
そ
の
時
フ
ラ
グ
H

ハ
ン
は
、

七
!
十
一
月
一
四
日
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
地
方
の
主
邑
ジ
ヤ
マ
ハ

ω
E
E帥広

で
ノ
ガ
イ
寧
と
衝
突
し
、

撤
退
さ
せ
た
。

一
一
月
一
四
日
、

ア
パ
タ
イ

K
F

ぴ丘町
q

H

ノ
ヤ
ン
の
率
る
イ
ル
H

ハ
γ
軍
増
援
部
隊
は
シ
ャ

I
バ
ラ

i
ン
巴
戸
山

σ
R
m
g
近
郊
で
ノ
ガ
イ
軍
を
強
襲
し
た
。

フ

ラ
グ
は
ノ
ガ
イ
軍
の
跡
を
追
っ
て
、

一
一
月
二

O
日
シ
ヤ
マ
ハ
ヘ
出
発
し
、
翌
月
一
一
一
月
八
日
ダ
ル
バ
ン
ド
城
を
再
占
領
し
た
。
イ
ル
U

ハ

ン
箪
は
一
一
一
月
一
五
日
ダ
ル
バ
ン
ド
市
の
北
で
再
度
ノ
ガ
イ
軍
に
勝
利
し
た
。
シ
ラ
ム
ン
と
ア
パ
タ
イ
は
追
撃
を
続
け
て
テ
レ
〆
グ
河
に
歪

り
、
渡
河
し
て
ベ
ル
ケ
の
オ
ル
ド
を
掠
奪
し
た
。
翌
一
二
六
三
年
一
月
一
三
日
、
ベ
ル
ケ
H

ハ
ン
が
同
河
左
岸
に
現
れ
た
。
イ
ル
H

ハ
ン
軍

返
却
の
際
河
の
氷
が
割
れ
、
多
く
の
将
兵
が
死
亡
七
た
。
こ
の
敗
北
に
よ
っ
て
イ
ル
日
ハ
ン
軍
は
一
斉
に
退
却
し
、

ダ

E
E尺
経
由
で
三
月
二
三
日
夕
ブ
リ

l
ズ
に
帰
っ
た
。
戦
闘
は
自
然
に
停
止
し
い
M
V

フ
ラ
グ
自
身
は
、
パ
ル

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

ウ
ル
ミ
ヤ
湖
東
方
の
チ
ャ
ガ
ド
ヮ
わ
月
岡
山

mympg
の
冬
営
地
で
死
亡
し
、
長
子
ア
バ
ガ
が

汗
位
を
継
い
だ
が
、
ベ
ル
ケ
は
こ
の
間
の
政
治
的
混
乱
に
乗
じ
て
再
度
イ
ル
日
ハ
ン
領
に
侵
入
し
た
。
こ
の
度
の
戦
役
に
も
先
回
と
同
じ
く

ノ
ガ
イ
が
前
衛
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
同
年
七
月
一
九
日
新
ハ
ン
の
弟
ヤ
シ
ュ
ム
ト
吋

S
F
E
E
は
勅
令
を
奉
じ
て
ノ
ガ
イ
軍
撃
滅
の
た

次
に
、

一
二
六
五
年
一
月
九
日
、

フ
ラ
グ
は
、

め
に
グ
ル
河
を
北
に
渡
り
、

ア
ク
ス
l

〉
官
白
河
で
侵
入
軍
を
迎
撃
し
た
。

一
一
一
月
-
目
、

ノ
ガ
イ
は
戦
闘
中
片
目
に
矢
を
受
け
て
負
傷

し

シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
に
撤
退
し
た
。

ア
パ
ガ
自
身
も
ノ
ガ
イ
軍
撤
退
後
ク
ル
河
左
岸
に
渡
っ
た
が
、
ベ
ル
ケ
本
軍
の
接
近
を
知
っ
て
、

グ
ノレ

河
を
再
び
渡
り
ア
ラ
l
ン
〉

3
E
に
引
き
返
し
た
。
ベ
ル
ケ
は
ア
ラ
ス
河
合
流
点
の
近
く
で
ク
ル
河
渡
河
を
計
画
し
た
が
、

軍
の
抵
抗
に
回
れ
、
テ
ィ
フ
リ
ー
ス
寸
日
目
印
(
ト
ピ
リ
ス
ィ
寸
E
-
2
0
付
近
で
の
渡
河
を
望
ん
で
北
西
に
進
ん
だ
も
の
の
、
岡
市
近
郊
に

至
っ
て
病
に
倒
れ
、
撤
退
の
途
中
死
亡
し
た
。

rt
レ

、

/

ノ

P
ノ

i
l

ノ

、

.

こ
の
二
度
の
戦
役
を
見
る
と
、
ダ
ル
バ
ン
ド
域
は
最
前
線
に
位
置
す
る
軍
事
上
の
要
所
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
の
攻
防
が
戦
局
に
占
め
る

-114ー

意
義
は
少
く
、

い
ず
れ
の
側
も
容
易
に
突
破
し
得
た
。

キ
プ
チ
ャ
グ
H

ハ
ン
国
軍
が
、

一
日
一
イ
ル
リ
ハ
ン
領
に
侵
入
し
た
場
合
、
主
要
な
会

戦
は
グ
ル
河
付
近
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

イ
ル
H

ハ
ン
に
と
っ
て
ク
ル
河
こ
そ
が
戦
略
上
最
も
重
要
な
地
点
で
あ
っ
た
。

ド
l
ソ
ン
は
、
『
集
史
』
「
ア
パ
ガ
リ
ハ
ン
紀
」
の
記
事
に
拠
っ
て
、
)
一
一
六
一
一
一
年
ベ
ル
ケ
の
撤
退
後
「
ア
パ
ガ
は
ク
ル
河
の
彼
方
に
、
ダ

ラ
ン
・
ナ
ウ
ル
ロ
弘
同
ロ
(
〈
色
白
ロ
)
ロ

g
ロ
吋
か
ら
、
デ
シ
ュ
ト
・
ク
ル
デ
ィ
ア
ン
ロ

g
n
E
z間
口
吋
門
目
片
山
口
ま
で
、
広
い
堀
に
固
ま
れ
た
壁

を
設
け
た
」
、

入
l

九
頁
)
。
ア
リ
ザ
l
デ
博
士
は
、
自
ら
校
訂
し
た
テ
キ
ス
ト
で
、

「
ク
ル
デ
ア
ン
」
を
「
同
・
円
・

ι・
5
帥
ロ
」
と
正
し
て

(E自
国
泊
¥
〉
旬

5
2
p
口
戸
色
。
)
、
ゲ
ル
ド
マ
ン
可
巾
℃
L
H

富
田
と
読
み
、
現
在
の
ア
ゼ
ル

と
述
べ
る

(円

o
z
g
p
H
H
F
b
c
一
佐
口
訳
、
第
五
巻
、

ω
出
)
。
す
な
わ
ち
、

パ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
イ
ス
マ
イ
ル
区
(
ラ
イ
オ
ン
)
に
存
す
る
地
名
で
あ
る
と
解
し
た
(
〉
旬

5
2
p
h
c
s
g
-
h
F及
。
.
匂

5
5・誌雲町
RbhN:J円↓℃・

一
方
故
ボ
イ
ル
教
授
は
、
こ
の
「
城
柵

2
5
3
」

ア
パ
ガ
は
グ
ル
河
に
直
角
に

「
包
塁
(
ス
ィ
パ
)
」
を
設
け
た
と
す
る
。



が
、
「
グ
ル
河
左
岸
に
沿
っ
て
」
建
設
さ
れ
、

」
の
西
端
に
ダ
ラ
ン
日
ナ
ウ
ル
が
存
し
た
も
の
と
す
る

(
切
。
可
H
0
・
N
Vい
て
お
む
と
礼
町
、
に
た
ミ
予
℃
・

先
ず
、

グ
ノレ

河
防
衛
の
要
で
あ
っ
た

者
共

ー「 τ+=

ス E
.，し

こEて

『
集
史
』
「
ア
パ
ガ
日
ハ
ン
紀
」

の
記
事
に
拠
り
な
が
ら
、

比
定
さ
れ
た
位
置
は
異
る
。

ω切。、

ω吋
A
F
)

。

の
設
置
場
所
を
明
ら
か
に
し
、

次
に
そ
こ
に
配
置
さ
れ
た
軍
隊
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。

第

節

イ
ル
H

ハ
ン
国
初
期
の
ス
イ
バ

ア
パ
ガ
の
事
績
を
述
べ
る
前
に
、

フ
ラ
グ
が
防
衛
の
た
め
に
と
っ
た
処
置
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ラ
シ
l
ド
ッ
デ
ィ
l
ン
に
よ
る
と
、

一
二
六
二
i

三
年
の
戦
役
の
後
、

フ
ラ
グ
は
戦
闘
の
一
得
聞
を
予
想
し
て
、

全
軍
に
武
器
と
糧
稼
の
用

ト
ゥ
ダ
ウ
ン

国
境
防
備
の
た
め
に
シ
リ
ア
方
面
の
前
線
デ
ィ
ヤ
l
ル
・
パ
ク
ル
、

叶
ロ
【
向
者
ロ
を
、
東
辺
ホ
ラ
l
サ

l
ン
地
方
に
長
子
ア
バ
ガ
を
派
遣
し
、
デ
ィ
ヤ
l
ル
・
ラ
ピ
l
ア

u
q，
m出
1mmwσ
円
に
ア
ミ

l
ル
H

意
を
命
じ
、

更
に
ダ
ル
バ
ン
ド
方
面
に
は
、

- 115ー

記
)
。
既
に
一
二
六
三
年
の
こ
と
を
ゆ
記
し
た
記
事
に
「
ス
イ
バ

方
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
集
史
』
に
は
、

ス
ィ
パ

ω
g
m
y
の
岸
に
至
る
ま
で
の
ア
ッ
ラ
l
ン
と
ア
l
ザ
ル
バ
イ
ジ
ャ
l
ン
を
ヤ
シ
ュ
ム
ト
に
託
し
た
(
℃
白
自
民
泊
¥
〉
旬

5
2
P
H
F

ω日
ぴ
山
町
H
」

の
名
、
が
見
え
、

マ
ラ
グ
は
二
子
ヤ
シ
ュ
ム
ト
を
ス
イ
バ
以
南
の
地

一
二
六
五
年
二
月
フ
ラ
グ
の
死
が
報
じ
ら
れ
る
と

ヤ
シ
ュ
ム
ト
は
、
彼
に
属
し
て
い
た
ダ
ル
パ
ン
ド
と
ア
ッ
ラ
l
ン
の
諸
王
国
に
お
り
、
父
の
死
か
ら
八
日
目
に
(
フ
ラ
グ
、
が
残
し
た
チ
ャ

ガ
ト
ク
冬
営
地
に
)
到
着
し
た

(、『白玄%。・

50)、

と
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
ダ
ル
バ
ン
ド
は
地
方
名
で
シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
に
同
じ
で
あ
り
、
戦
後
一
、
二
年
の
内
に
ヤ
シ
ュ
ム
ト
は
こ
の
地
方
を
再

び
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ィ
パ
は
シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
、
ア
ッ
ラ

I
ン
両
地
方
の
聞
に
置
か
れ
た
よ
う
に
察
せ
ら
れ
る
が
、
グ
ル
ジ
ア
の
年
代

一
二
六
三
年
の
戦
闘
終
了
後
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

寸

H
U
-
F

司、

-一コ口、仏

北
大
文
学
部
紀
要



ジ
ル
ヴ
ヲ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

①
一

O
月
が
近
づ
く
と
、

ヲ
ラ
グ
は
グ
ル
ジ
ア
の
隣
国
シ
ル
ヴ
ァ
!
ン
の
チ
ャ
ラ
ン
・
ウ
ス
リ

4
n
y
m凶
冨
ロ
。
ロ
印
。
ロ
ユ
す
な
わ
ち
白
い
河

E
呼
ば
れ
る
場
所
に
行
っ
た
。
そ
こ
の
流
れ
の
岸
に
テ
ン
ト
に
周
ら
し
た
固
い
を
設
け
、

そ
れ
を
戸
ス
ィ
パ

盟ぴ
mw
と
名
づ
け
た
。
要
す

る
に
ベ
ル
ケ
H

ハ
ン
の
侵
入
を
予
期
L
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
以
来
グ
ル
ジ
ア
人
と
タ
タ
ー
ル
人
は
一

O
月
か
ら
、
夏
の
住
地
に
出
発

す
る
春
ま
で
そ
こ
に
留
る
よ
う
に
な
っ
た
(
切

g
a
z
-
F
g
g。

②
グ
ル
ジ
ア
人
は
由
い
河
の
ほ
と
ち
に
柵
を
備
え
た
囲
い
を
設
置
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
こ
で
冬
を
τ

過
し
た

(FE--
勾
同
)
。

③
一

O
月
が
来
る
と
ハ
ン
(
フ
ラ
グ
)
は
ス
イ
バ
に
行
き
、
王
(
グ
ル
ジ
ア
王
ダ
ヴ
ィ
テ
ィ
)
は
そ
れ
に
伴
わ
れ
た
。
次
の
春
彼
は
サ
コ

ω
2
0

(
ス
ィ
ヤ

i
フ
・
ク

l
フ

ωぞ巴
mwy
関
即
日
H
V

に
行
っ
た

(
5
5」
切
戸
)
。

ス
4

バ
が
設
け
ら
れ
た
と
言
う
チ
ャ
ラ
ン
・
ウ
ス
リ
(
モ
ン
ゴ
ル
語

h
F
m
w
m
v
E
M
C∞
ロ
ユ
)
と
は
、

ト
ル
コ
一
語
の
ア
タ
一
?
ス

l
で、

シ
ャ
マ

-116ー

ハ
西
方
を
流
れ
る
河
川
に
他
な
ら
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、

と
、
ャ
シ
ュ
ム
ト
は
七
月
一
九
日
に
出
陣
し
て
グ
ル
河
を
渡
っ
た
が
、
『
集
史
』
に
は
、

一
二
六
五
年
再
び
ノ
ガ
イ
に
率
ら
れ
た
キ
プ
チ
ャ
グ
日
ハ
ン
国
軍
が
侵
入
す
る

ア
ク
・
ス
!
と
呼
ば
れ
て
い
る
チ
ャ
ガ
ン
・
ム
ラ
ン
の
近
く
で
両
軍
は
衝
突
し
た

(
E
E担
問
¥
〉
量

ω
E
P
H
F
5
5

と
あ
る
。
こ
の
戦
闘
で
ノ
ガ
イ
が
負
傷
、

キ
プ
チ
ャ
グ
軍
は
撤
退
し
た
の
で
、

イ
ル
H

ハ
ン
は
、

ス
イ
バ
で
侵
入
軍
を
撃
退
す
る
と
い
う
所

期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
¥

フ
ラ
グ
は
ア
パ
ガ
に
先
だ
っ
て
ア
ク
・
ス

1
に
城
柵
を
設
け
た
が
、
そ
の
年
次
は
、
先
に
引
用
し
た
『
集
史
』
、

グ
ル
ジ
ア
語
年
代
記
『
モ

し
て
γ
J立
、
ル
人
侵
入
史
』
の
記
事
か
ら
判
断
じ
一
ゼ
-
二
六
三
年
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
ス
イ
バ
な
る
語
の
元
来
普
通
名
詞
で
あ
る
こ
と
か
ら

当
時
既
に
こ
の
名
で
呼
ば
れ
た
?
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
防
御
施
設
は
、
『
モ
ン
ゴ
ル
人
侵
永
史
』
一
に
「
テ
ン
ト
に
周
ら

し
た
柵
」
と
あ
る
か
ら
、
極
く
簡
略
な
、
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。



次
に
『
集
史
』
「
ア
パ
ガ
・
ハ
ン
紀
」
に
は
、
ベ
ル
ケ
軍
の
撤
退
後
の
記
事
に

ナ
ウ
ル
か
ら
、

ガ
ル
ド
マ
l
ン
同
・
吋

-
P
E
E
M
の
平
原
ま
で
、

グ
ル
河
に
接
し
て
ス
イ
バ

ア
バ
ガ
日
ハ
ン
は
ク
ル
河
の
あ
ち
ら
の
方
面
に
、

ωザ
何

回

目

同

(

印

FP)
を
設
置
し
、
深
い
堀
を

ダ
一
フ
ン
・

六
六
四
三
二
六
五
年
一

O
月
一
三
日
l

一
二
六
六
年
一

O
月
一
日
)
年
、

掘
る
よ
う
に
命
じ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
と
イ
ム
ラ
l
ム
教
徒
が
そ
の
防
衛
の
た
め
駐
屯
し
、

諸
方
面
か
ら
隊
商
が
そ
の
近
く
に
来
た
。

九
℃
白
自
民
泊
¥
〉
~
阿
国

ω白
h
p
H
H
F
]
5
h
F
)

と
あ
る
。
ま
た
、
『
ヴ
ア
ッ
サ
l
フ
史
』
に
は
、

と
あ
り
、

ア
バ
ガ
H

ハ
ン
は
、
彼
等
の
軍
隊
と
志
気
の
大
な
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
そ
の
世
界
を
恐
れ
さ
せ
る
軍
隊
の
侵
入
を
妨
げ

る
た
め
に
、
ダ
ル
バ
ン
ド
の
こ
ち
ら
側
に
一
城
壁
丘
乱
立
を
引
い
た
(
〈
忍
百
円
臼
)

キ
リ
キ
ア
・
ア
ル
メ
ニ
ア
の
王
族
に
し
て
歴
史
家
の
へ
ト
ゥ
l
ム
国
己
正
百
も
(
回
出
1
0
P
N
H
A
W
)

と
呼
ば
れ
る
所
に
実
に
一
日
行
程
の
堀
と
他
の
聖
壕
を
造
っ
た
。
そ
こ
に
は
通
路
を
守
る
軍
隊
が
置
か
れ

ア
パ
ガ
は
ス
イ
バ

。日σmw

'-117ー

こ
の
後
、

た。

と
あ
る
。
ダ
ラ
ン
・
ナ
ウ
ル
は
ア
ラ
ス
河
と
の
合
流
点
に
近
い
グ
ル
河
下
流
域
で
あ
り
、

ガ
ル
ド
マ
l
ン
(
ゲ
ル
ド
マ
l
ン
)
は
、

ア
リ
ザ
I

デ
教
授
が
述
べ
る
如
く
、

で
あ
る
。
両
者
の
距
離
は
約
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

ア
ク
・
ス
l
及
び
こ
れ
と
平
行
し
て
ク
ル
河
に
流
入
す
る
ギ
ル
ド
マ
ン
・
チ
ャ
イ
「
呂
L
H
5
2
4
怠
上
流
域
の
称

へ
ト
ヮ
l
ム
の
記
す
一
日
行
程
に
一
致
す
る
。

グ
ル
ジ
ア
の
年
代
記
は
、

フ
ラ
グ
の
ス
イ
バ
と
ア
パ
ガ
の
ス
イ
バ
に
つ
い
て
何
ら
の
区
別
を
な
さ
ず
、

ま
た
、

『
シ
ャ
イ
フ
リ
ウ
ヴ
ァ
イ

ス
史
』
に
は
、

ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
日
山
ン
が
、

キ
プ
チ
ャ
グ
H

ハ
ン
国
の
ウ
ズ
ベ
ク
H

ハ
ン
の
侵
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
ア
グ
・
ス
ー
に

防
衛
部
隊
を
設
置
し
た
記
事
が
見
え
る
の
で
(
〉
伊
ユ
匂
・

5
3、
ア
バ
ガ
の
ス
イ
バ
は
、

フ
ラ
グ
の
そ
れ
と
同
じ
く
ア
ク
・
ス

l
岸
に
建
設

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ

l
γ

と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
J

一
二
六
五
年
の
戦
役
に
お
い
て
ベ
ル
ケ
H

ハ
ン
の
率
る
大
軍
が
ク
ル
河
左
岸
に
到
着
す
る
:
と
、

ア
バ
ガ
H

ハ
シ
は
対
岸
に
防
衛
線

ア
ル
メ
ニ
ア
人
僧
侶
キ
ラ
コ
ス
・
ガ
ン
ヅ
ァ
ケ
ヅ
ツ
ィ
同
町
包

S
由
。
山
口

b
g
w
o
Zぷ
は
、

を
引
い
て
敵
軍
の
渡
河
を
妨
げ
た
。

双
方
は
、
向
き
あ
っ
て
、
城
壁
と
堀
で
防
備
し
た
岸
辺
に
布
陣
し
た
(
凶
由
民
話
宮
F
N
ω
吋
)

と
記
し
、

ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
ヴ
ァ
ル
ダ
ベ
ッ
ト
(
博
士
)
ヴ
ァ
ル
ダ
ン
〈
問
。

ωロ
〈

m
E
m句
作
片
山
も

そ
こ
に
置
か
れ
で
い
た
(
イ
ル
川
ハ
ー
ン
の
)
軍
隊
は
、

お
じ
気
づ
い
て
そ
の
場
所
に
布
陣
し
、

シ
パ
ル

ω
v
e向
と
呼
ば
れ
る
堅
固
な

聖
濠
を
岸
辺
全
体
に
沿
っ
て
堀
上
、
げ
、
そ
し
て
防
備
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
用
意
を
整
え
る
の
に
そ
の
冬
を
費
し
た

(
U
C
E
C
?
 

芯
F
0
2
0
σ

円。lZ04mwEσ
司
o
e
ω
H
O
)
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ク
ル
河
右
岸
沿
い
に
防
御
陣
地
が
築
か
れ
、
こ
れ
は
「
シ
パ
ル
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
ア
ク
・
ス

1
に
沿
っ
て

〈
明
日
)

設
け
ら
れ
た
ス
ィ
パ
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

と
記
す
。

フ
ラ
グ
の
ス
イ
バ
は
、

ノ
ガ
イ
箪
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
ベ
ル
ケ
自
身
の
率
い
る
大
軍
に
対
し
て
は
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

ア
パ
ガ
は
、

フ
ラ
グ
の
ア
ク
・
ス

l
防
衛
策
を
受
け
継
ぎ
、
単
一
の
軍
事
基
地
に
過
ぎ
な
か
っ
た
フ
ラ
グ
の
ス
イ
バ
よ
り

は
る
か
に
大
規
模
で
、

ダ
ラ
ン
・
ナ
ウ
ル
よ
り
ガ
ル
ド
マ
ン
に
至
る
長
さ
約
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
規
模
な
城
柵
を
設
け
た
の
で
あ

る。
『
集
史
』
「
ア
バ
ガ
H

ハ
ン
紀
」
に
は
、

ス
イ
バ
が
築
か
れ
、

ア
パ
ガ
は

ャタ

イ ノレ

。:ハ
t ン
~.ド
11 の
ハ国
ト事
ワカミ

ンら
と心
共が
に解
残放
しさ
れ
た
の
で

王
子
モ
ン
ケ
テ
ム
ル
冨
αロ
mwol、H
，O
H
H

己
吋
を
、

サ
マ
グ
ル
H

ノ
ヤ
ン
、

オ
ル
ジ

(
℃
釦
臣
民
、
同
¥
〉
旬
回
目
凶
白
h
p
H
H
H
W
H
O
A
F
)



て
ホ
ラ

i
サ
l
ン
に
向
い
、
そ
の
冬
は
マ

l
ザ
ン
ダ
ラ

l
ン
で
過
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
、
『
シ
ャ
イ
フ
日
ウ
ヴ
ア
イ
ス

史
』
に
は
、

ア
パ
ガ
H

ハ
ン
は
ク
ル
河
の
岸
と
ダ
ラ
ン
・
ナ
ウ
ル
か
ら
ガ
ル
ド
ム

i
ン
同
・
吋
・
己
・

5
ロ
ロ
の
平
原
ま
で
に
は
、
諸
王
子
、

サ
マ
グ
ル
、

モ
ン
ケ
一
ア
ム
ル
、

ウ
ル
ジ
ャ
イ
H

ハ
ト
ゥ
ン
が
駐
屯
し
、

そ
の
場
所
が
彼
等
の
冬
の
ユ
ル
ト
で
あ
る
よ
う
に
命
じ
た
(
〉
F
Z
L
ω
叩
)

と
あ
る
。

ウ
ル
ジ
ャ
イ
は
、

フ
ラ
グ
の
ハ
ト
ゥ
ン
で
あ
っ
た
が
、
父
の
死
後
ア
パ
ガ
が
要
っ
て
い
た
。

モ
ン
ケ
テ
ム
ル
は
、

ウ
ル
ジ
ャ
イ
が

生
ん
だ
フ
ラ
グ
の
第
十
一
子
で
、

一
二
五
六
年
一
一
月
生
れ
、
当
時
一

O
歳
で
あ
っ
た
。
(
忠
臣
民
泊
¥
〉
旬

5
2
P
H同
戸
巴

U
S
)
従
っ
て
モ

ン
ケ
テ
ム
ル
は
、
何
ら
か
の
国
事
の
遂
行
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

ウ
ル
ジ
ャ
イ
の
オ
ル
ド
が
ス
イ
バ
に
留
め
ら
れ
た
の
で
、
母
の
も

と
に
存
っ
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
古
参
の
大
将
軍
(
山
居
間

Hi-σcgadgA山岳
E
)
で
あ
っ
た
サ
マ
ガ
ル
が
駐
屯
を
命
じ
ら

れ
た
の
は
、
国
境
防
備
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
オ
ル
ド
警
護
の
た
め
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ウ
ル
ジ
ャ
イ
の
オ
ル
ド
は
、

一
一
一
八

-119一

九
年
ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
が
反
乱
を
企
て
た
ブ
カ
リ
チ
ン
ク
サ
ン
切

p
o
m
p
h
v
z
w包
ロ
W

の
逮
捕
を
命
じ
る
と
、
ブ
カ
は
自
分
の
家
か
ら
避
れ

て
舟
で
ク
ル
河
を
渡
り
ウ
ル
ジ
ャ
イ
の
も
と
に
保
護
を
求
め
て
い
る
の
で

(
E
E
E
¥〉
詰
s
h
p
H
F
N
H
ω
l
N
E
)
、
ク
ル
河
左
岸
に
置
か
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

と
同
じ
く
、

ラ
シ

l
ド
ヅ
デ
ィ

1
ン
は
、
ス
ィ
メ
に
「
モ
ン
ゴ
ル
人
と
イ
ス
ラ

l
ム
教
徒
」
を
置
い
て
防
備
に
当
ら
せ
た
と
記
す
が
、

グ
ル
ジ
ア
兵
も
駐
屯
を
命
じ
ら
れ
た
。
『
モ
ン
ゴ
ル
人
侵
入
史
』
に
は
、
二
一
七

O
年
か
ら
翌
一
二
七
一
年
と
思
し
き
記
事
に

フ
ラ
グ
の
時
代

(
切
コ
〉
由
MWAWFω
∞AF
)

こ
の
後
、

ハ
ン
は
、

王
ダ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
伴
っ
て
ス
イ
バ
に
行
っ
た
が
、

王
は
そ
こ
で
冬
を
過
し
た
。
春
が
戻
る
と
彼
等
は
出
発
し
た

が
、
王
は
腹
の
病
に
冒
さ
れ
た
。

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
l
γ

と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
箪

と
あ
る
。
グ
ル
ジ
ア
王
ダ
ヴ
ィ
テ
ィ
四
世
の
み
な
ら
ず
、

ア
バ
ガ
も
こ
の
冬
を
ス
イ
バ
で
過
し
た
と
す
る
が
、

イ
ル
H

ハ
ン
の
冬
営
地
ダ
ラ

ン
・
ナ
ウ
ル
が
グ
ル
河
左
岸
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

得れ
る、、

と
は
し、

え

ス
ィ
パ
は
ク
ル
河
左
岸
の
ウ
ル
ジ
ャ
イ
H

ハ
ト
ゥ
ン
の
オ
ル
ド
を
防
備
す
る
位
置
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
防
御
施
設
が
築
か

モ
ン
ゴ
ル
人
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
グ
ル
ジ
ア
人
の
軍
隊
が
駐
屯
を
命
じ
ら
れ
て
い
て
、
本
土
決
戦
の
際
に
は
重
要
な
戦
略
的
拠
慌
た
り

」
れ
を
国
境
の
前
線
基
地
と
は
称
し
難
く
、

こ
こ
に
第
一
線
部
隊
が
置
か
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

第
二
節

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
駐
屯
軍

そ
れ
で
は
、

ダ
ル
バ
ン
ド
防
備
の
第
一
線
部
隊
は
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
集
史
』
「
ア
パ
ガ
H

ハ
ン
紀
」
に
は
、

-120一

ア
バ
ガ
は
即
位
式
の
後
、

先
ず
、
弟
ヤ
シ
ュ
ム
ト
を
全
軍
と
共
に
、

そ
の
辺
境
を
敵
か
ら
監
視
す
る
た
め
に
、

ア
ノレ

タ

ン〈

:.，)2 
F令

PlI 
ロ
地
方

至
る
ダ
ノレ

ン

ド

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン、

ム
ガ

l
ン
の
地
方
に
派
遣
し
た

(
E
E
E
¥〉
包

ω
E
P
H
H
F
E
N
)

と
あ
る
。

ア
パ
ガ
の
キ
シ
ュ
ラ

l
グ
の
地
に
定
め
ら
れ
て
い
た
ア
ッ
ラ

l
ン
地
方
の
東
及
び
北
東
の
ム
ガ

1
ン、

シ
ル
グ
ァ

1
ン
両
州
に
ヤ

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
(
ダ
ル
パ
ン
ド
)
と
ア

シ
4

7

A

ト
の
ユ
ル
ト
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
フ
ラ
グ
生
前
に
彼
の
ユ
ル
ト
は
、

ッ
ラ

i
ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
ム
ガ

l
ン
を
得
て
ア
ッ
ラ

I
ン
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ア
パ
ガ
の
国
境
防
備
策
の
整
備
を
意

味
し
よ
う
。

ヤ
シ
ュ
ム
ト
が
、

一
二
七
一
年
七
月
八
日
死
亡
し
た
後

(
E
E
E
¥〉
」
凶
器
室
内

L
H
F
E
N
)
誰
に
彼
の
地
位
と
ユ
ル
ト
が
受
け
継
が
れ
た

か
は
知
ら
れ
な
い
。

一
二
八
八
年
及
翌
一
二
八
九
年
の
ト
レ
ブ
カ
斗
2
0
l
wロA
m
H

ハ
ン
の
軍
隊
の
小
規
模
な
侵
入
に
対
し
て
、
其
々
ブ
カ
H



チ
シ
ク
サ
ン
と
グ
ン
ジ
ュ
ク
バ
ル

ρ
ロ旦ロ門戸

σ也
、
ト
ヮ
カ
ル
吋
国
}
内
出
と
ク
ン
ジ
ュ
グ
バ
ル
が
前
衛
と
し
乞
派
遣
さ
れ
た

ω
E
P
口一
F

N

C
∞一

N
N
H
)

が
、
一
地
位
か
ら
し
て
彼
等
が
辺
境
防
備
軍
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

ガ
ザ
ン
は
ハ
ン
の
位
に
即
く
と
、
多
く
の
財
政
上
の
改
革
を
実
施
し
た
が
、
軍
規
刷
新
、
辺
境
防
備
体
制
め
強
化
に
も
意
を
つ
く
じ
た
。

先
ず
、
コ
ー
カ
サ
ス
方
面
の
防
衛
に
つ
い
て
は
、
『
集
史
』
「
ガ
ザ
ン
け
ハ
ン
紀
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(
ガ
ザ
ン
日
ハ
ン
は
)
六
九
七
年
ズ
ル
・
ヒ
ツ
ジ
ャ
月
三
日
(
一
二
九
八
年
八
月
十
二
日
)
ア
ミ

l
ル
H

ヌ
l
リ
ン
を
グ
ル
メ
ン
ド
方
面
防

(
℃
白
臣
民
、
白
¥
〉
」

5
・

備
の
た
め
に
ア
ッ
ラ
l
ン
地
方
に
派
遣
し
た

(
E
E
5
H
¥〉
詰

ω
S
F
H
F
お∞)。

発
令
地
は
タ
ゃ
フ
リ
ー
ズ
で
ガ
ザ

γ
の
次
の
冬
営
地
は
バ
グ
ダ
ー
ド
が
予
定
さ
れ
て
い
い
一
一
口
。
次
に
、
四
年
後
の
七

O
一
年
ズ
ル
・
カ
ア
ダ
月
(
一

一一一

O
二
年
六
l

七
月
)
ウ
ジ
ャ

l
ン

d
wロ
で
発
布
さ
れ
た
勅
令
に
は
、

ア
ミ

l
ル
H

ヌ
l
リ
ン
は
、
先
に
定
め
た
と
う
り
、
軍
と
共
に
ア
ッ
ラ

l
ン
に
駐
屯
し
て
冬
営
し
常
に
そ
の
方
面
に
い
る
よ
う
に

(
E
E
-

民
泊
¥
〉
旬
国

ω白
h
p
H
H
F
ω
A
F
M
W
)
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と
あ
る
。
次
の
ガ
ザ
ン
の
滞
在
地
は
メ
グ
ダ

1
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
じ
時
、
ク
ト
ル
グ
シ
ャ

1
0
5
z
m
y
l
ω
宮
山
討
が
、

ン
の
守
護
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
一
二

O
三
一
年
二
三
月
ヌ

l
リ
ン
が
任
地
ア
ッ
ラ
l
ン
の
冬
営
地
で
死
亡
す
る
と

年
一
一
月
一
一
一
一
日
(
七

O
二
年
ラ
ピ
ル
・
ア
ッ
ワ
ル
月
末
日
)

グ
ル
ジ
ス
タ
ー

(
、
吋
白
富
民
巾
・

8ω)、
同

q ..ア
白二

三 i
完 ノレ

sr 
、、./ ~ 

ノレ
グ
:ン

ヤ

uは

ユ
ズ
・
ア
ガ
チ
ペ
ロ
N

〉
m
yと
か
ら
ア
ッ
ラ

i
ン
の
冬
営
地
に
一
り
そ
の
方
面
を
防
備
す
る
よ
う
に

と
の
勅
令
が
下
っ
た
。
ガ
ザ
ン

Jρ

ジ
は
、
と
り
わ
け
、
自
分
が
ア
ッ
ラ

I
ン
の
冬
営
地
に
不
在
な
折
の
留
守
居
役
と
し
て
、

ク
ト
ル
グ
シ
ヤ
凡
ぶ
任
命
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
等
が
前
線
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
と
も
、
ガ
ザ
ン
は
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
を
放
棄
し
て

ヌ
l
リ
ン
、

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

ク
ル
河
の
線
ま
で
後
進
し
た
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

ム
ス
タ
ウ
フ
ィ

l
の
『
心
魂
の
歓
喜
』
「
地
理
編
」
に
は
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
に
つ
い
て

イ
ク
タ
ー
と
し
て
多
く
の
地
方
が
、
分
割
さ
れ
て
い
る

(
冨
ロ
田
片
山
口
出
¥
ロ

ωσ
日
吋

ωぞ
E
r
E吋
)

と
あ
り
、

グ
シ
ュ
タ
ス
フ
ィ

i
の
項
に
も

そ
こ
に
住
む
軍
隊
の
イ
ク
タ
!
と
し
て
分
割
さ
れ
て
い
る

(-σ
山
内
同

-
w
N
O
∞)

と
あ
っ
て
、

シ
ル
ヴ
ァ

1
ン、

グ
シ
ュ
タ
ス
フ
ィ
ー
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
軍
人
の
イ
ク
タ
ー
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
後
者
に

は
、
実
際
に
箪
陵
が
住
ん
で
い
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

七

O
一

(二ニ
O

/
二
)
年
冬
、

ガ
ザ
ン
リ
ハ
ン
は
ク
ル
河
の
北
に
巡
行
し
、

「
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
、
ラ
グ
ズ
ィ
ス
タ
ー
ン

-122ー

F
m
w
N
F印
式
μ

ロ」

の
山
中
で
狩
猟
を
行
っ
た

(
勺
曲
目
出
泊
¥
〉
~
阿
国
ω白
h
p
H
H
F
ω
品
切
)

が
、
『
集
史
』

「
ガ
ザ
ン
U

ハ
ン
紀
」
に
は
、

長
い
間
堅
固
な
山
中
に
潜
ん
で
い
た
ラ
ク
ズ
ィ
ス
タ
ー
ン
の
諸
将
は
、

そ
の
時
、
従
い
、
自
発
的
に
降
り
来
っ
て
、

心
か
ら
服
従
し
た

と
あ
る
。
ま
た
『
ヴ
ア
ツ
サ

l
フ
史
』
に
は
、

七
一
八
(
一
一
一
二
八
/
九
)
年
、

ジ
ュ
チ
日
ウ
ル
ス
の
ウ
ズ
ベ
ク
日
ハ
ン
が
イ
ラ
ン
に
侵
入
し

た
時

〈
加
)

ア
ミ
l
ル
川
タ
ル
ム
タ
l
ズ
、
吋

-H.-EBN
が、

同
町
回
附
拐
の
千
人
隊
と
と
も
に
ラ
ク
ザ
ナ

l
ト

F
m
W
N間
口
同
門

の
諸
部
族
鎮
圧
と
、

そ
の
方
面
守
護
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

(〈

E
2
F

。ω切
)

と
あ
る
。

ガ
ザ
ン
の
治
世
期
に
ラ
ク
ズ
ィ
ス
タ
ー
ン
(
ラ
ク
ザ
ナ

l
ト
)
に
対
す
る
イ
ル
日
ハ
ン
の
支
配
権
が
伸
長
し
た
の
で
あ
る
。
中
世
の

ア
ラ
ブ
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
文
献
に
見
え
る
ラ
ク
ズ
は
、
今
日
の
レ
ズ
ギ

部
分
は
、
ダ
ル
バ
ン
ド
以
南
の
ダ
ゲ
ス
タ
ー
ン
に
住
む
が
、
孤
立
し
た
居
住
域
が
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
北
部
に
点
在
す
る
と
こ
ろ
か

F
O
N
m円
:
「
]
ゆ
一

ω吋w
h
】
ゆ

ω
吋
出
国
に
同
じ
で
あ
る
。
現
在
レ
ス
ギ
人
の
大



ら
、
か
つ
て
は
今
日
よ
り
は
る
か
南
方
に
ま
で
勢
力
を
広
げ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
「
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
と
ラ
グ
ズ
ィ
ス
タ
ー
ン
」
の

山
々
と
は
、

ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
大
コ

l
カ
サ
ス
地
区
の
山
地
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン、

グ
シ
ュ
タ
ス
ブ
ィ

l
に

イ
ク
タ
ー
を
有
し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
ヤ
イ
ラ

l
ク
は
こ
の
地
域
に
置
か
れ
、
従
っ
て
彼
等
は
ク
ル
河
支
流
或
い
は
ス
ム
ガ
イ
ト
凸
三
時
間
J

白
雪
河
本
支
流
に
沿
っ
て
夏
冬
の
移
動
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
ダ
ル
バ
ン
ド
守
備
の
第
一
線
部
隊
で
あ
ろ
う
。

第
三
節

イ
ル
日
ハ
ン
国
後
期
の
ス
イ
バ

ウ
ル
ジ
ュ
イ
ト
リ
ハ
ン
の
時
代
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
ハ
ン
達
の
聞
に
和
平
と
再
統
一
の
気
運
が
生
じ
た
が
、

ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
九
一
一
ニ

エ
セ
ン
ブ
カ
(
一
一
一
二
八
年
)
と
、
相
い
継
い
で
所
謂
西
方
の
三
ハ
ン
が
死
亡
す
る
と
、
イ
ル
リ
ハ

ン
と
キ
プ
チ
ャ
ク
リ
ハ
ン
の
閑
に
戦
争
が
再
開
さ
れ
た

(
n
r
q
。
叩
凶
器
。
P
H〈
二
出
品
佐
口
訳
第
六
巻
二
七
四
六
頁
出
。

tszyH足
立

]
「
仏
夕
、
・
w
N
W
]
5
0
i
H印
吋
"
同
}
山
門
同

H
H
H
W
ω

山wou
切。山、
-
P
品。∞)。

七
一
八
(
一
三
一
八
/
九
)
年
、
ウ
ズ
ベ
ク
日
ハ
ン
は
自
ら
大
軍
を
率
い
て
イ
ル
H

ハ
ン
領
に
侵
入
し
た
。
イ
ル
H

ハ
ン
側
の
第
一
線
部
隊

は
敵
軍
の
強
大
さ
を
知
っ
て
撤
退
し
、
オ
ル
ド
に
情
況
を
報
告
し
た
。
『
シ
ャ
イ
ブ
日
ウ
ヴ
ァ
ス
史
』
に
は
、

一
六
年
)
、

ト
ゥ
ク
タ
(
一
一
一
二
二
年
)
、

-123ー

ウ
ズ
ベ
ク
U

ハ
ン
は
、
:
:
:
ダ
ル
バ
ン
ド
を
過
ぎ
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
に
来
て
、

ク
ル
河
の
岸
に
至
る
ま
で
掠
奪
を
行
っ
た
。
川
の
向
う

は
彼
等
の
手
に
捕
わ
れ
た

(
K
F
F
2
・
5
8

側
に
い
て
渡
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
々

(
山
岳
宮
山
〈
冨

gm-日
円
相
官
ロ
吋
)

と
あ
る
。
ま
た
、

『
集
史
続
篇
』
に
は
、

ア
ブ

l
サ
イ
ド
の
も
と
に
は
一
千
騎
の
兵
士
が
残
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
、

オ
ル
ド
の

小
姓
、
牒
馬
引
き
、
附
加
舵
番
等
を
ク
ル
河
の
岸
辺
に
集
め

人
々
が
ク
ル
河
の
岸
に
真
直
ぐ
な
線
の
よ
う
に
続
け
て
テ
ン
ト
を
張
る
よ
う
に
命
じ
(
司
包
-N

十
〉

σ
5・
z
e

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

手
元
に
大
軍
が
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
、

ア
ミ

l
ル
リ
チ
ョ
パ
ン
ハ

U
F
S
E
の
援
軍
来
着
を
待
っ
た
、

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時

ア
ブ
1
サ
イ
ド
日
ハ
ン
に
は

f
ス
イ
バ
防
衛
の
準
備
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ブ

l
サ
イ
ド
の
存
命
中
山
ソ
ズ
ベ
グ
は
再
度
イ
ラ
ン
侵
入
を
企
て
た
が
、
『
シ
ャ
イ
フ
日
ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
は
、

七
三
四
(
一
三
三
一
ニ
/

四
)
年
こ
の
あ
と
、

ウ
ズ
ベ
ク
の
軍
隊
の
音
声
が
上
が
っ
た
。
帝
王
は
バ
グ
ダ
ー
ド
と
デ
ィ
ヤ

l
ル
・
ラ
ピ

l
ル
の
軍
隊
の
一
団
が
そ
の
年
ア

ア
ク
・
ス

l
に
駐
屯
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
(
〉
伊
ユ

5
3

と
あ
る
。
依
然
と
し
て
ア
ク
・
ス
ー
が
す
な
わ
ち
ス
ィ
パ
が
国
防
上
の
重
要
地
点
で
あ
り
、
こ
こ
に
兵
力
を
投
入
し
て
キ
プ
チ
ャ
ク
H

ハ
ン

ッ
ラ

l
ン
に
行
き
、

国
軍
の
ク
ル
河
渡
河
を
回
止
し
よ
う
と
す
る
政
策
が
採
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ア
ブ

I
サ
イ
ド
自
身
も
ア
ッ
ラ

1
ン
に
向
っ
た

が
、
ウ
ズ
ベ
ク
軍
来
冠
を
待
た
ず
二
ニ
三
五
年
一
一
月
一
七
日
カ
ラ
パ
グ
で
死
亡
し
た
。
ア
ブ

1
サ
イ
ド
に
替
っ
て
ア
ル
パ
・
ケ
ウ
ン
日
ハ

ン
が
こ
の
侵
入
に
対
処
し
た
が
、
『
集
史
続
篇
』
に
は
、
七
三
六
(
一
三
三
五
/
六
)
年

そ
の
冬
ア
ル
パ
ハ
ハ
ン
は
、
ー
ウ
ズ
ベ
グ
U

ハ
ン
が
ア
ブ

l
サ
イ
ド
の
諸
国
を
欲
し
て
い
た
の
で
ダ
ル
バ
ン
ド
に
軍
隊
を
派
遣
し
て
い
た
。

彼
が
装
備
の
整
っ
た
無
数
の
大
軍
と
共
に
ク
ル
河
に
到
着
す
る
と
、
あ
ち
ら
側
か
ら
も
ウ
ズ
ベ
グ
H

ハ
ン
の
軍
隊
が
河
岸
に
到
着
し
て

い
た
。
渡
る
こ
と
の
で
き
る
各
所
を
占
領
し
、
諸
方
面
よ
り
各
々
誉
れ
あ
る
軍
隊
は
、
大
将
軍
達
と
共
に
ウ
ズ
ベ
グ
日
ハ
ン
の
背
後
を

-124一

断
ち
、
勇
気
を
持
っ
て
彼
等
を
待
一
ち
伏
せ
る
よ
う
心
せ
よ
と
命
令
が
下
っ
た
(
恒
仰
向
広
ム
〉
可

F
出
回
)

と
あ
り
、
『
シ
ャ
イ
フ
リ
ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
も
、

ウ
ズ
ベ
ク
日
ハ
ン
は
、

再
び
イ
ラ
ン
を
日
差
し
、
ダ
ル
バ
ン
ド
を
通
過
し
て
グ
ル
河
の
岸
に
来
た
。

ア
ル
パ
H

ハ
ン
も
ま
た
軍
隊
を
率
い
、
対
峠
し
て
下
馬
し

た

(
k
r
F
1
・一5
∞)



と
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
時
に
は
ア
グ
・
ス

l
で
侵
入
軍
を
迎
撃
す
る
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

ア
ブ

i
サ
イ
ド
の
時
代
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
た
ス
イ
バ
防
衛
策
は
、

ア
ル
パ
日
ケ
ウ
ン
の
時
代
に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
節

イ
ル
日
ハ
ン
国
末
の
ダ
ル
パ
ン
ド
防
衛
軍

ア
ブ

1
サ
イ
ド
リ
ハ
ン
は
、
即
位
後
各
地
の
守
護
の
た
め
に
部
将
を
派
遣
し
た
が
、
『
シ
ャ
イ
フ
日
ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
は

回仰げ

m-imwσ
当
帥
σ
に
は
切
・
吋

-
N
-
P
E
が
(
〉
F
E・
50)

、
-R-
、

】

V

ふ
れ

と
あ
っ
て
切
・
司
-
N
・ロ

-
E
な
る
者
が
パ

l
ブ
ル
・
ア
ッ
パ
ー
ブ
す
な
わ
ち
ダ
ル
バ
ン
ド
方
面
駐
屯
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

ヴ
ァ
ッ
サ

l
フ
も
、

ウ
ズ
ベ
ク
H

ハ
ン
の
最
初
の
侵
入
の
際
に
-

ア
ミ

l
ル
日
夕
ル
ム
タ

i
ズ
が
レ
ズ
ィ
ギ
ス
タ
ー
ン
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
が
、

(〈
m
Z
也
子
。
ωω)

R
J
 

q，ゐ

(
ウ
ズ
ベ
グ
の
)
軍
隊
の
攻
撃
を
知
っ
た
が
、
踏
み
留
ま
る
力
を
持
た
ず
、
す
べ
な
く
オ
ル
ド
に
向
っ
た
。
途
中
そ
の
事
件
の
連
絡
の
た

め
に
前
進
し
て
い
た
ア
ミ

l
ル

N
・ロ

-
E
は
彼
と
出
逢
い
(
敵
の
)
軍
隊
の
大
き
さ
に
つ
い
て
報
告
し
た

と
述
べ
る
。
ヴ
ア

y

サ
l
フ
は
、

ガ
ザ
ン
死
亡
時
に
ガ
ザ
ン
の
大
ア
ミ

l
ル
・
ク
ト
ル
グ
シ
ャ
ー
よ
り
数
え
て
一
一
番
目
、

ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
即

位
式
に
は
一
四
番
目
の
高
位
の
武
将
と
し
て
斗
・
円

-
B
-
S
N
の
名
を
挙
げ
、
彼
が
ガ
ザ
ン
の
近
臣
(
宵
宮
山
忽
)
で
あ
っ
た
と
記
す

(〈
mZ
叩民
w

ωGu--A肝
U
0・
品
。
∞
"
品
吋
一
戸
)
。

ま
た
、

カ

l
シ
ャ

i
=
ー
も
、
彼
が
ガ
ザ
ン
の

で
あ
る
と
述
べ

側
近
で
近
侍
(
自
己
宮
吋

Eσ
〈
向

E
U
G
j
)

(
D皆
同
戸
山
巳
二
本
)
、
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
の
大
将
軍
達
ロ
自
白
吋
仰
a
l
F
σ

ロ
N51m
の
一
六
番
目
に
名
を
挙
げ
て
、

ウ
イ
グ
ル
人
で
あ

北
大
文
学
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紀
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シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
そ
ソ
ゴ
ル
軍

る
と
述
べ
る

(FE-wmv)。

の
一
人
に

N
・
ロ
・
牲
の
名
を
挙
げ
、
(
〈
忠
剖
邸
内
七
百
叶
)
ア
ブ

l
サ
イ
ド
の
万
人

隊
長
の
一
人
に
斗
・
吋
・

5
B
N
と
共
に
切
吋
-
-
N
-
ロ
-
m
U

の
名
を
挙
げ
る

(
5
5
J
S
N
)。
N
-
ロ
・
牲
と
∞
・
吋
-
N
-
H
M
-
m
U

は
同
一
人
物
で

ま
た
ヴ
ア

γ
サ
l
フ
は
、

ガ
ザ
ン
の
鷹
匠

(
ρ
g
v
n
E
)

あ
ろ
う
。

ア
ブ

l
サ
イ
ド
H

ハ
ン
の
時
代
に
二
人
の
万
人
隊
長
、
H
J

円・

5
・
5

N

及
び
(
∞
・
円
・
)

N
・
ロ
牲
が
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
州
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

前
者
が
南
、
後
者
が
グ
ル
バ
ン
ド
市
に
近
い
北
部
に
駐
屯
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
シ
ャ
イ
ブ
日
ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
は
、

一
三
二
七
年
の
チ
ュ
ー
バ

1
γ

一
族
の
失
脚
後

と
あ
っ
て
、
人
事
の
移
動
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

l
パ
l
ン

ωげ
曲
目
付
甘
口
町
国
ぴ
山
口

一
三
一
ニ
六
年
に
再
度
侵
入
し
た
ウ
ズ
ベ
ク
H

ハ
ン
と
戦
っ
た
部
将
(
シ
ャ
イ
フ
H

チ
ュ

ハ
ヅ
ジ

l
H
ハ
ム
ザ
閣
と
官
剖
m
g
N
m
w
y、

-126ー

ダ
ル
バ
ン
ド
は

E
E〕
刊
に
与
え
ら
れ
た
(
〉
V
2
u
H
U
U
)

ハマ

l
リ
1

同
町

mHE昨
凹
)
の
中
に
は
、

イ
キ
ン
ヂ
の
名
は
見
ゑ

な
い
も
の
の

(
〉
町
立
・

5
∞
)
、
同
年
ム
ハ
ン
マ
ド
リ
ハ
ン
が
即
位
す
る
と

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
と
前
衛
の
万
人
隊

(
g
E帥
ロ
ム

ρ
凶
吋
帥
即
日
)
を
イ
キ
ン
ジ
の
息
子
シ
ャ
イ
フ
け
チ
ュ
ー
バ

I
ン
に
与
え
た

P
E
b
-
-
g
s

と
あ
り
、

こ
の
地
方
の
軍
隊
が
前
衛
の
万
人
隊
と
よ
ば
れ
シ
ャ
イ
フ
日
チ
ュ
ー
バ

l
ン
は
、

イ
キ
ン
ジ
の
息
子
で
彼
の
地
位
を
継
い
だ
こ
と

が
知
れ
る
。

ま
た
ス
レ
イ
マ

l
ン
H

ハ
ン
の
在
位
の
晩
年
に
、
『
シ
ャ
イ
フ
日
ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
は
、

チ
ュ
ー
バ

l
ン
朝
の
マ
リ
グ
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
を

イ
キ
ン
ジ
の
万
人
隊
を
与
え
ら
れ
て
い
た
マ
リ
グ
・
ア
ジ
ュ
ラ
フ

(
F
E
-
-
E∞)

と
呼
び
、

こ
の
マ
リ
ク
・
プ
シ
ュ
ラ
フ
が
タ
事
フ
リ
ー
ズ
に
入
誠
す
る
際
(
一
三
四
一
二
/
四
年
)



ヤ

l
ギ
l
パ
ス
テ
ィ

1

4
仰
向
日
岡
山
切
山
由
仲
間
シ
ャ
イ
フ
日
チ
ュ
ー
バ

i
ン
と
ア
サ
イ
ン
・
ア
パ
ン
ガ
イ
伺
ロ
白
色
ロ
〉

σmsmvhHW
は、

ーマ

リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
に
合
流
し
た
(
笹
山

P
L
2
)

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
シ
ャ
イ
フ
H

チ
ュ
ー
バ

l
ン
の
万
人
隊
は
、

マ
リ
ク
・
ア
ジ
ュ
ラ
フ
の
臨
時
下
に
編
入
さ
れ
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
か
、
ら
移
動

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
は
タ
事
フ
リ
ー
ズ
に
入
城
す
る
前
に
彼
ら
を
殺
し
た
。

一
三
四
六
〆
七
年
マ
リ
フ
・
ア
シ
ュ
一
フ
ブ
は
、

シ
ル
、
ヴ
ァ

l
ン
シ
ャ

I
H
カ

l
ヴ
l
ス
岡
山
ぎ
ー
町
田
腐
懲
の
軍
を
出
し
た
が
、

カ

l
ヴ

l
ス

は
、
遠
征
軍
阻
止
の
た
め
ク
ル
河
の
渡
河
点
を
固
め
た
の
で
、

マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
軍
隊
は
渡
河
で
き
や
す
撤
退
し
た
。
ま
た
、

ウ
ズ
ベ

ク
の
子
ジ
ャ
ニ
ベ
ク
日
ハ
ン
は
、

一
一
一
一
五
六
/
七
年
イ
ラ
ン
に
侵
入
し
た
が
、
イ
ラ
ン
側
軍
隊
の
抵
抗
に
あ
わ
ず
ク
ル
河
を
渡
っ
た
(
伺
邑
N
i

-
k
r
σ
吋

0
・
留
品
一
〉

E
Y
H吋
吋
)
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
当
時
ク
ル
河
左
岸
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
軍
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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第
二
章

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
モ
ン
ゴ
ル
軍

ア
ク
・
ス

l
に
設
け
ら
れ
た
ス
イ
バ
に
は
、
実
戦
部
隊
が
配
置
さ
れ
、

ジ
ュ
チ
H

ウ
ル
ス
軍
の
侵
入
に
備
え
ら
れ
た
が
、
軍
隊
の
駐
屯
は

冬
期
間
に
限
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
地
域
は
冬
一
日
の
平
均
気
温
零
度
前
後
と
温
暖
で
あ
る
が
、
七
月
に
は
一
平
均
気
温
は
二
五

度
ま
で
上
昇
す
る
し
、
ま
た
、
降
雨
量
も
少
く
、
遊
牧
に
は
不
適
と
な
る
。
遊
牧
民
は
グ
ル
軍
本
支
流
を
湖
っ
て
冷
涼
な
夏
の
牧
地
に
移
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ジ
ュ
チ
日
ウ
ル
ス
に
対
し
て
や
は
り
第
一
線
に
あ
た
る
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
州
(
グ
ル
ジ
ア
、
ジ
ョ
ー
ジ

ア
)
に
ユ
ル
ト
を
持
っ
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
つ
い
て
述
べ
人
間
。

北
大
文
学
部
紀
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シ
ル
ヴ
ァ
l
γ

と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

第
一
節

ス
ニ
ト
部
万
人
隊

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
は
、

ア
パ
、
ガ
即
位
後
に
行
わ
れ
た
官
職
授
与
の
記
事
に
、

チ
ョ
ル
マ
グ
ン
同
国
吋

B
m
m
E
E
の
息
子
シ
ラ
ム
ン

ω宮
品
目
ロ
ロ
を
派
遣
し
た

(
℃
白
巴
司
、
同
¥
〉
旬
出

ωωNHmu

ロH
W

『
集
史
』
「
ア
パ
ガ
日
ハ
ン
紀
」
に
は
、

H
C
N
)
 

と
あ
っ
て
、

シ
ラ
ム
ン
リ
ノ
ヤ
ン
が
グ
ル
ジ
ス
タ

l
ツ
に
駐
屯
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
モ
ン
ゴ
ル
人
侵
入
史
』
に
は
、
二
一
六
九
年
夏
、

チ

ャ
ガ
タ
イ
家
の
テ
グ
デ
ル
王
子
が
ア
バ
ガ
に
叛
い
た
時
、

グ
ル
ジ
ア
、

サ
ム
ツ
へ

r
E
g
w
y
o
 の
領
侯
サ
ル
ギ
ス
・
ジ
ャ
ケ
リ

ωm凶
コ
弘
田

Mmρσ
ロ
は
、

(
∞
円
。
印
印

O
F
一「

ωJB)

自
分
の
軍
隊
の
先
頭
に
、

ア
ル
タ
ン
〉
ユ
山
口
の
山
々
に
宿
営
に
行
く
途
中
で
あ
っ
た
チ
ョ
ル
マ
グ
ン
の
子
で
勇
敢
か
つ
大
胆
な
戦
士

-128ー

シ
ラ
ム
ン
H

ノ
ヤ
ン
と
他
の
ノ
ヤ
ン
達
を
配
置
し
た

と
あ
る
川
ア
ル
タ
ン
は
ア
ル
ダ
ハ
ン

(
〉
叶
《

U
F
P
H
Y
K戸
℃

h
白
「
同
国
)

に
同
じ
で
、
現
ト
ル
コ
領
の
カ
ル
ス
地
方
の
地
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
シ
ラ

ム
ン
の
ヤ
イ
ラ

l
グ
が
存
し
た
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ム
ン
の
父
チ
ョ
ル
マ
グ
ン
は
、

ス
ニ
ト

φ
ロ
ロ
ロ
部
の
人
で
、

オ
ゴ
タ
イ
U

ハ
ン
が
ジ
ャ
一
フ

1
ル
γ
デ
ィ

l
ン
H

ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ

l

追
討
の
た
め
北
西
イ
ラ
ン
に
派
遣
し
た
探
馬
赤
軍
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
。
チ
ョ
ル
マ
グ
ン
自
身
の
ユ
ル
ト
は
、
冬
営
地
が
ム

l
ガ
1
ン
、
夏

牧
地
が
セ
ヴ
ア
ン

ωσ4ω
ロ
(
ギ
ョ
グ
チ
十
の
αWAM)
湖
周
辺
の
山
地
で
あ
り
、
ま
た
一
二
四
二
年
ご
ろ
彼
に
替
っ
て
指
揮
官
の
地
位
に
つ

い
た
パ
イ
ジ
ュ
F

切
出
]
即
日
ノ
ヤ
ン
の
ユ
ル
ト
は
、
ア
ラ
ス
河
支
流
ア
ケ
ル

K
F
W
2
河
流
域
で
、
夏
は
上
流
の
ス
イ
ス
ィ
ア
ン
虫
色
m
p
地

区
に
湖
り
、
冬
は
ア
ラ
ス
流
域
に
下
っ
た
。

一
二
五
三
年
に
フ
ラ
グ
を
西
ア
ジ
ア
に
派
遣
す
る
と
の
詔
勅
を
発
布
し
て
ト
ル
キ

ス
タ
ン
か
ら
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に
至
る
牧
地
を
遠
征
軍
駐
屯
に
備
え
て
封
禁
し
、
パ
イ
ジ
ュ
の
部
隊
を
ア
ナ
ト
リ
ア
東
部
に
移
動
さ
せ
た

モ
ン
ケ
は
、



(一『ロ
4
t
E
¥一cmN一乱邑・

H
H
F
c
f
℃

EHEH¥一〉』両国臼白
h
p
H
H
F
N
0・
hS)
。
し
か
し
こ
の
時
シ
ラ
ム
ン
は
パ
イ
ジ
ュ
と
行
を
共
に
せ
ず
、

ア
ナ

ト
リ
ア
で
は
な
く
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
移
動
し
て
い
た
と
と
が
知
れ
る
。

征
服
の
功
を
誇
っ
た
の
で
罰
し

一
方
『
集
史
』
「
部
族
誌
」
に
は
、
フ
ラ
グ
は
パ
イ
ジ
ュ
が
ル

i
ム

そ
の
万
人
隊
を
モ
ン
ケ
H

ハ
ン
の
勅
書
の
権
威
に
よ
っ
て
、

チ
ョ
ル
マ
グ
ン
の
子
シ
ラ
ム
ン
が
治
め
た

と
あ
る
。

シ
ラ
ム
ン
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
ユ
ル
ト
を
置
い
た
ま
ま
、

チ
ョ
ル
マ
グ
ン
、
パ
イ
ジ
ュ
に
属
し
て
い
た
探
馬
赤
軍
中
の
一
万
人

隊
を
率
い
た
の
で
あ
る
。

『
モ
ン
ゴ
ル
人
侵
入
史
』
に
は
、
ァ
λ

ガ
の
弟
モ
ン
ケ
テ
ム
ル
の
シ
リ
ア
遠
征
(
一
二
七
七
年
)
軍
中
に
「
シ
ラ
ム
ン
の
息
子
同

g
m
g」
の

名
が
見
え
る
(
回
B
E
E
-
F
S
3
。
こ
の
時
に
は
、

エ
ブ
ゲ
ン
開

σ
c
m
g
(ベ
ル
シ
ャ
語
史
料
の
〉
ず
{
M
W

帥
ロ
)
が
シ
ラ
ム
ン
の
地
位
を
継

い
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

エ
ブ
ゲ
ン
は
ア
フ
マ
ド
・
テ
グ
ダ
ル
リ
ハ
ン
の
側
近

(
E
N
e
w
E・
5
2
m
円日
σ削
ロ
)

の
一
入
で
あ
っ
て
、

ア
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ル
グ
ン
リ
ハ
ン
派
部
将
の
ク
ー
デ
タ
ー
(
一
二
八
四
年
)
の
際
に
は
、
ア
フ
マ
ド
の
財
産
(
ロ

mygA)
の
管
理
を
命
じ
ら
れ
て
い
た

〉旬
5
2
P
H
H
F
E
0・
H∞
斗
)
。
『
集
史
』
「
ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
紀
」
に
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
成
功
の

(
℃
即
日
s
h
¥

こ
の
後
、

チ
ョ
ル
マ
グ
ン
の
子
シ
ラ
ム
ン
の
子
エ
ブ
ゲ
ン
は
裁
か
れ
、

ア
フ
マ
ド
の
側
近
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
処
刑
さ
れ
た
。
(
中

略
)
(
ア
ル
グ
ン
い
ハ
ン
は
)
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
を
自
分
の
叔
父
ア
ジ
ャ
イ
〉
芯
可
に
与
え
た

2

2
浜

P
E
C
i
N
O
O
)

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
エ
ブ
ゲ
ン
刑
死
後
の
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
駐
屯
軍
統
制
の
た
め
フ
ラ
グ
の
第
八
子
ア
ジ
ャ
イ
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
主
教
ス
テ
パ
ノ
ス

ω
Z℃
ぜ

mgHMg
の
年
代
記
七
三
四
(
一
二
八
五
年
)
の
項
に
は
、

〉
辻
mロ
が
死
亡
し
た

(
出
巳

S
E
m
p
H
W
A
F
m山
)

と
あ
る
。
ア
ジ
ャ
イ
が
こ
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
約
一
年
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
『
モ
ン
ゴ
ル
人
侵
入
史
』
に
、

一
二
八
九
年
、

ア
ル
グ
ン
が

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ

1
ソ
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

イ
メ
レ
チ
ア

H
5
2
0
2
に
派
遣
し
た
部
将
「
シ
ラ
ム
ン
H

ノ
ヤ
ン
の
子
。
。
ロ
宮

E
E」
(
切
円
。
印
凹

Z
W
F
8
3

次
に
、
『
集
史
』
「
ガ
ザ
ン
日
ハ
ン
紀
」
に
は
、
パ
イ
ド
?
を
敗
っ
て
ハ
ン
の
位
に
即
い
た
ガ
ザ
ン
は

の
名
が
挙
ザ
ら
れ
て
い
る
。

チ
ョ
ル
マ
グ
ン
の
息
子
シ
ラ
ム
ン
の
息
子
パ

1
イ
グ

l
ト
切
削
可
-mFE
を
セ
ゴ
ン
バ
ド

ωov
の
ロ
ロ

σ凶
仏
で
処
刑
さ
せ
た
(
℃
白
自
国
h
¥

〉
』
同
国

ω白
h
p
H
H
F
ω
呂
一
。
戸
〈
同
移
民

-ZC)

と
あ
る
。

シ
ラ
ム
ン
H

ノ
ヤ
ン
の
諸
子
が
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
駐
屯
し
続
け
て
お
り
、
父
の
軍
陵
の
指
揮
権
を
保
持

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
二
九
五
年
ま
で
は
、

さ
て
、
『
モ
ン
ゴ
ル
人
侵
入
史
』
に
は
、
先
に
述
べ
た
テ
グ
ダ
ル
H

オ
グ
ル
が
、

イ
ル
日
ハ
ン
領
内
で
破
壊
掠
奪
行
動
を
続
け
て
い
た
時
、

-130-

第
二
節

ケ
レ
イ
ト
部
千
人
隊

彼
の
一
分
遺
隊
は
、

千
人
の
騎
士
を
率
い
て
い
る

O
Z
2
5。
E
n
v
な
る
者
と
そ
の
息
子
〉

E
ロ
告
白
に
属
す
る
種
馬
の
群
に
行
き
あ
た
っ
た
(
∞
円
。
印
印
兵

戸

ω
∞N
)

と
記
し
、
デ
ィ
ミ
ト
リ
ロ
仲
間
長
江
二
世
王
統
治
年
間
(
一
二
七
一
ニ
1

八
九
月
)
の
記
事
に

(ロ)山仏」。。
N
)

ア
ル
タ
ン
と
サ
ム
ツ
へ
の
聞
の
ジ
ャ
ヴ
ア
ヘ
テ
ィ
ア
同
雪
山

W
T
W
3
の
山
々
に
住
ん
で
い
た
〉
ロ
宮
口
の
息
子

に
つ
い
て
記
し
、
ダ
ヴ
ィ
テ
ィ
六
世
王
在
位
中
(
一
二
九
二
一
三
一

O
)
の
記
事
に

kr-
山
内
何
回
ロ
の
息
子
で
、
兄
弟
ブ
カ
を
ト
ゥ
カ
ル
に
殺
さ
れ
た

ρ。口同
B
。ロの

E
(∞
g
a
z
-
F
E
A
F
)

の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
〉
日
町
内

Hmg
は、

ア
フ
マ
ド
H

ハ
ン
の
時
代
に
要
職
に
あ
っ
た
が
、

ア
ル
グ
ン
の
身
柄
監
視
に
当
っ
て
い
て
、

グ



ー
デ
タ
l
側
武
将
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。

(FE--SH)
す
な
わ
ち
、
ア
リ
カ
ン
、
グ
ル
ム
シ
父
子
は
、
ベ
ル
シ
ャ
語
史
料
の
R

〉
ロ
ロ

E

J
〉
}
F
E
E
l
〉

-
E
2・
ρ
U円
E
S
E
J
Oロ門
S
U
E
-
Oロ
コ
H
H
Z
E
に
他
な
ら
な
い
。

彼
等
は
、

ケ
レ
イ
ト
部
K
F
1
伴
氏
の
人
で
、

ア
リ
ナ
ク
の
父
吋
巴
向
日
吋
或
い
は

H
，E
W
U
N

は、

ピ
チ
ク
チ
と
し
て
フ
ラ
グ
に
仕
え
、
パ

グ
ダ

I
ド
の
戦
利
品
接
収
に
当
っ
た
百
人
長
で
あ
っ
た

ト
部
同
，

SEA--口
氏
の
人
。
ロ
の
何
回
・
円

(
℃
白
百
戸
且
¥
〉
"
両
国

ω白
h
p
H
l
r

N

∞ωv
。
『
集
史
』
「
部
族
誌
」
に
は
、
彼
は
「
メ
ル
キ

の
千
人
隊
に
属
し
た
が
、

o
u
n
y・円

が
死
亡
す
る
と
ア
リ
ナ
グ
は
ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た
が
、

プ
ラ
グ
リ
ハ
ン
は
ク
チ
ュ
ル
の
千
人
隊
を
ア
リ
ナ
ク
に
与
え
た

(
吋
白
富
民

P

N
∞∞)

と
あ
る
。

ア
フ
マ
ド
は
ア
リ
ナ
ク
に
娘
同
£
E
R

を
与
え
て
好
適
し

(
℃
白
臣
民
、
白
¥
〉
己
記
叫
白
h

p
同

H
F
H
A山
斗

)

h

-

や
為
、

ふ
れ
カ

『
ヴ
ァ
ッ
サ

l
フ
史
』
に

グ
ル
ジ
ア
の
軍
隊
の
長
(
冨
ロ
A
A
何回
a
m百
二
釦
田
F
W
月
l
-

の
ロ
ユ
日
)
で
勇
猛
果
敢
な
武
士
ア
リ
ナ
ク
を
使
者
に
指
名
し

て
ア
ル
グ
ン
の
も
と
に
派
遣
し
た
、
と
あ
る
。
ア
リ
ナ
ク
は
、
グ
ル
ジ
ス
タ
l
y
軍
指
令
官
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
〈
忠
明
帥
戸
口
∞
)
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は

し
か
し
、

ア

リ

ナ
ク
が
、

シ
ラ
ム
ン
の
万
人
隊
を
治
め
て
い
た
と
す
る
理
由
ま
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ア
リ
ナ
グ
は
一
二
八
四
年
七
月
四
日
、

ア
ル
グ
ン
リ
ハ
ン
側
武
将
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
際
し
て
殺
害
さ
れ
た
。
『
集
史
』

「
部
族
誌
」
に
は
、

と
あ
っ
て
、

‘k
F
】日ロ

2
の
諸
子
は

O
酌
円
白
山
田
宮
間
E
品川
g
・
0
日付即日

p
切円

M
m
F
S巴i
k
戸召
m
w
H
Y

ト
『
釘
(
芯
円
で
あ
っ
た

ク
ル
ミ
シ
が
父
の
地
位
を
継
い
だ
。
彼
が
グ
ル
カ
ン
(
附
馬
)
で
あ
っ
た
の
も
、
父
の
妻
ク
ジ
ュ
ク
H

ハ
ト
ヲ
ン
を
要
っ
た
か
ら

(
勺
白
自
民
泊
¥
〉
~
阿
国

ω白
h
p
H
l
r
N
N
∞)

で
あ
ろ
う
。

ク
ル
ミ
シ
の
名
は
、

一
二
八
八
、

一
二
八
九
年
の
両
戦
役
に
は
見
え
な
い
が
、

一
二
八
九
年
に
は
シ
ラ
ム
ン
の
子
コ
ン
チ
パ
と

共
に
イ
メ
レ
チ
ア
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

ア
ル
メ
ニ
ア
人
歴
史
家
ス
テ
パ
ノ
ス
・
オ
ル
ベ
リ
ア
ン
は
、

ゲ
イ
ハ
ト
ゥ
リ
ハ
ン
に
よ
っ
て
捕
え

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
そ

γ
ゴ
ル
箪

ら
れ

我
々
の
修
道
院
タ
テ
フ
同
，
EaoJ刊
に
連
行
さ
れ
た
大
千
人
隊
長
グ
ル
ム
チ
同
F
C
吾
E
H凶
の
円
(
コ
S
E
E
P
ω
切
)

に
勺
い
て
記
す
の
で
、

イ
ル
川
ハ
シ
交
替
の
政
変
に
か
か
わ
ら
ず
、
千
人
隊
長
の
地
位
を
保
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
ル
グ
ン

H

ハ
ン

の
死
後
、
了
ハ
ン
選
出
に
関
し
て
オ
ル
ド
の
重
臣
タ
ガ
チ
キ
ル
、

ク
ン
チ
ュ
ク
バ
ル
、

ト
P
カ
ル
等
が
陰
謀
を
一
こ
~
ら
し
、
諸
部
将
も
ゲ
イ
ハ
ト

ス
ル
ド
ス
部
の
チ
ュ
ー
バ
ン
と
行
を
共
に
し
て
ゲ
イ
ハ
ト
ヮ
支
持
に
ま
わ
っ

ヮ
支
持
派
と
バ
イ
ド
ゥ
支
持
派
に
分
れ
た
が
、

ク
ル
ム
シ
は
、

て
い
た
。
右
の
事
件
は
ゲ
イ
ハ
ト
ヮ
の
治
世
後
期
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ル
ミ
シ
、

や
が
て
パ
イ
ド
ゥ
が
ゲ
イ
ハ
ト
?
を
殺

L
て
ハ
ン
位
に
つ
き
、
ガ
ザ
ン
と
の
聞
に
争
い
が
生
ず
る
と
、
タ
ガ
チ
ャ
ル
、
チ
ュ
ー
バ
ン
、
グ

ブ
グ
ダ
イ
H

J
ト
ダ
チ
切

u
m
y弘
mqー
民
主
同
等
は
秘
か
に
ガ
ザ
ン
に
臣
従
を
誓
い
、
ガ
ザ
ン
軍
が
接
近
す
る
と
軍
馬
の
調
教
を
口
実
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に
持
場
を
離
れ
、
彼
の
も
と
に
走
っ
た
。
『
集
史
』
「
ガ
ザ
ン
日
ハ
ン
紀
」
に
は

ト
ゥ
ダ
ジ
ュ

、
吋
同
門
広
一
吉
の
万
人
隊
に
属

L
て
い
た
ア
ミ

1
ル
H

チ
ュ
ー
バ

l
ン
と
ア
リ
ナ
ク
の
息
子
ク
ル
ミ
シ
H

グ
ル
カ
ン
は
逃
げ
、

(
ガ
ザ
ン
)
の
f

も
と
に
至
っ
た
(
℃
白
巨
s
h
¥〉~凶器
E
P
H
F
E
C
)

と
あ
る
。

ト
ヮ
ダ
ジ
ュ
の
父
ド
ヮ
ル
パ
イ
ロ
ロ
ユ
)
旦
刊
は
、

ア
パ
ガ
の
時
代
に
デ
ィ
ヤ
ル
パ
ク
ル
の
将
軍
で
あ
り
、

ト
ゥ
ダ
ジ
ュ
自
身
は
、
ゲ

イ
わ
ト

P
の
ヤ
ル
グ
チ
、
パ
イ
ド
ク
の
パ
グ
ダ

T
ド
総
督
で
あ
っ
た
(
吋
白
富
民
P
H
O
N
-
N
お
一
〈
忠
由
民
・
ロ
N
)
。
こ
れ
以
後
グ
ル
ミ
シ
は
、

ガ
ザ
ン
西
進
、

ア
ル
ス
ラ
ン
日
オ
グ
ル
反
乱
軍
鎮
圧
、

グ
ル
ジ
ア
王
ダ
ヴ
ィ
テ
ィ
六
世
反
乱
の
鎮
圧
、

ガ
ザ
ン
お
よ
び
ウ
ル
ジ
ャ
イ
ト
の
シ

リ
ア
遠
征
に
加
わ
っ
て
功
績
を
積
ん
で
い
る
。

じ
か

L
、
七

O
一
年
ズ
ル
・
カ
プ
ミ
ダ
月
三
一
二
一

O
二
年
六
l

七
月
)
ウ

l
ジ
ャ

l
ン
で
発
布
し
た
勅
令
に
は
、

ア
ミ

l
ル
リ
ヌ

l
リ
l
ン
は
ア

ッ
ラ

l
ン
で
冬
営
し

(
℃
曲
目
出
泊
¥
〉
旬
国
同
町
山

hpHHFωAFMW)



ア
ミ

l
ル
日
ク
ト
ル
グ
シ
十

l
は
、
寧
隊
を
率
い
て
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
行
く
よ
う
に

と
あ
る
J

。
ガ
ザ
ン
即
位
以
後
、
グ
ル
ジ
ア
関
係
の
国
事
に
は
ク
ト
ル
グ
シ
ャ
ー
が
当
り
、

か
ち
、
早
く
よ
り
彼
が
、
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
駐
屯
軍
指
揮
官
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

コ
l
カ
サ
ス
山
脈
の
奥
地
に
ま
で
出
征
し
て
い
る

ク
ル
ミ
シ
自
身
は
、

六
九
九
〈
一
一
一
九
九
/
一
三

O
O
)
年
の
ガ
ザ
ン
リ
ハ
ン
第
一
次
シ
リ
ア
遠
征
の
折
の
ヒ
ム
ス
宮
ヨ
∞
の
戦

一方、

闘
で
一
翼
を
率
い
て
い
る
(
〈

m
g民・
ω司
)
。
明
ら
か
に
彼
が
万
人
隊
長
の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
示

L
て
い
る
。
ま
た
、

ブ
ル
刊
は
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
H

ハ
ン
の
時
代
、
七
一
一
一
(
一
一
一
一
一
二
/
一
二
)
年
の
シ
リ
ア
遠
征
軍
右
翼
の
将
軍
六
名
中
第
五
番
目
に
彼
の
名
を
記

す
一
一
(
昌
也
制
ム
〉

σ門口・

5
e。
ま
た
七
一
六
(
一
一
一
一
一
六
/
七
)
年
に
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
ヤ
サ
ウ
ル

JEm包円
H

オ
グ
ル
援

助
の
た
め
に
ホ
ヲ

l
サ
i
ン
に
派
遣
し
た
四
万
有
余
の
軍
の
主
将
の
一
人
は
ク
ル
ミ
シ
で
あ
っ
た
(
〈
忠
也
F
2
0
l
f
o山
田
町
帥
包
w

N
区
一

回
包
削
ム
〉

σ吋
F
H区
一

ω包
F
2
8
0
こ
の
時
代
に
万
人
隊
長
の
位
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
ア

次
に
、
ア
ブ
J

サ
イ
ド
が
ハ
ン
の
位
に
即
く
と
、
『
シ
ャ
イ
フ

u
ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
は
、
有
力
な
部
将
が
各
地
の
守
護
に
任
じ
ら
れ
た

が
(
〉
『
門
戸
目
。
)

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
は
ク
ル
ミ
シ
が
い
た

と
あ
る
。
ク
ル
ミ
シ
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
軍
の
総
師
の
地
位
に
就
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
七
一
八
(
一
三
一
八
/
九
〕
年
の
ウ
ズ
ベ
ク
H

ハ
ン
侵
入
の
際
、
出
陣
命
令
を
受
け
な
が
ら
従
わ
な
か
っ
た
部
将
に
は
、
戦
後

答
刑
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
チ
ュ
ー
バ

l
ン
H
Y
ヤ
ン
は
、
こ
の
刑
を
峻
厳
に
実
施
し
た
。

の
内
、

『
集
史
続
編
』
に
は
、

処
罰
さ
れ
た
高
位
の
部
将

ア
ミ

i
ル
H

ア
リ
ナ
ク
の
息
子
ク
ル
ミ
シ
と
)
ト
グ
リ
ル
ジ
ェ

吋
ロ

mHH円
四
日
』
同

の
息
子
ガ
ザ
ン
と
、

ア
ミ

I
ル
日
ブ
、
カ
H

イ
ル
ド
ル
ジ

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
1
γ

と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

ロ
仏
・
吋
・
官
の
三
名
は
、
今
や
ア
ミ

l
ル
H

チ
ュ
ー
バ

l
ン
は
、
我
々
を
権
力
に
よ
っ
て
従
え
よ
う
と
欲
し
て
い
る
。
我
々
の
父
祖
は
決

し
て
彼
の
父
の
旗
臓
の
下
に
進
軍
し
た
こ
と
は
な
く
、
却
っ
て
彼
よ
り
地
位
が
高
か
っ
た
(
但
m

昆
N
l
山
〉

σ吋ロ

-zhp)

と
謀
り
合
い
、

チ
ュ
ー
バ

l
ン
殺
害
の
計
画
を
練
っ
た
。
彼
等
は
チ
ュ
ー
バ

l
ン
の
副
官
ト
グ
マ
ク
、
『
ロ

m
E
H
M
E、
前
デ
ィ
ヤ
ル
パ
ク
ル
軍

司
令
官
イ
レ
ン
ジ
ン

H
E旦
E
等
を
味
方
に
引
き
入
れ
、
こ
の
計
画
を
実
行
に
移
し
た
。
彼
等
の
軍
隊
は
、

ス
ル
タ
ニ
エ
に
逃
亡
し
た
チ
ュ

ー
バ

I
ン
を
追
っ
て
前
進
し
た
が
、

ア
ブ

l
サ
イ
ド
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ザ
ン
ジ
ャ

I
ン
Nω
丘
町
宮
に
近
い
ミ
ナ

l
レ
・
ダ
ル

富
Emwgumw円
で
イ
ル
H

ハ
ン
軍
に
敗
れ
た
。
捕
虜
と
な
っ
た
ク
ル
ミ
シ
は
審
問
の
後
処
刑
さ
れ
、
彼
の
息
子
ア
ブ
ド
ル
ラ
フ
マ
ン
も
父
と

同
じ
運
命
を
た
ど
っ
た
。
(
恒
住
-
N
!
日
〉
耳

F
5
0、
志
茂
一
一
一

O
l
二
一
良
参
照
)

ク
ル
ミ
シ
と
謀
議
を
は
か
っ
た
ブ
カ
・
イ
ル
ド
ル
ジ
は
、

ホ
ラ
サ

l
ン
太
守
時
代
の
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
に
仕
え
て
お
り

(
O
U
田
町
m
g
y
N
ω
恥)、

-134ー

彼
が
ハ
ン
の
位
に
即
い
て
後
は
、

七
一
二
(
二
三
二
/
一
二
)
年
の
シ
ャ

l
ム
遠
征
軍
右
翼
部
隊
六
人
の
部
将
の
最
後
に
名
前
が
見
え
る

(
恒
邑
Nl即

k
r
σ
Z・
5hF)
。
カ
ラ
ウ
ナ
ス
の
チ
ュ
ー
バ

i
ン
の
息
子

(
F
E
-
-
5
0
)
と
い
う
以
外
に
出
身
は
知
れ
な
い
が
、
万
人
隊
長
級
の

武
将
で
あ
っ
た
ろ
う
。
彼
は
捕
虜
と
な
り
処
刑
さ
れ
た
。

主
謀
者
の
一
人
ガ
ザ
ン
は
、
逃
亡
し
、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
ア
ミ

1
ル
日
ア
ル
ク
ナ
・
吋
-
A
-
D
仰
可
の
城
塞
に
保
護
さ
れ
た
が
追
討
軍
に

タ
ン
グ

l
ト
人
ア
ジ
ュ

H

ス
ク
ル
チ
〉
〕
ロ

ωロ
W
ロユ凹

の
子
で
、
二
一

打
た
れ
た
(
伺
川
町
内
日
制

lFkrσ
円
F
5
5
0
彼
の
父
ド
グ
ル
ル
ジ
ェ
は
、

八
九
年
の
ダ
ル
バ
ン
ド
の
戦
役
出
征
者
中
に
そ
の
名
が
見
え
、

一
二
九
五
年
の
ア
ル
ス
ラ
ン
H

オ
グ
ル

K
r
a
-
E
d
m
v巳
の
反
乱
鎮
圧
の

た
め
ク
ル
ミ
シ
、
チ
ュ
ー
バ

l
ン
等
と
共
に
出
陣
し
た
が
負
傷
し
て
、
ク
ル
ミ
シ
の
患
護
を
受
け
た

(
℃
白
日
宮
、
知
¥
〉
」
阿
国

ω白
h
p
H
i
-
-
ω
N
m
w
一口戸

N
N
M
w
ω

。ω)
。
ま
た
ガ
ザ
ン
日
ハ
ン
の
第
二
次
シ
リ
ア
遠
征
に
加
わ
っ
た
「
万
人
隊
、
千
人
隊
の
諸
将
」

の
中
に
ト
グ
ル
ル
ジ
ェ
の
名
が
見

ぇ
、
「
ト
グ
ル
ル
ジ
ェ
の
千
人
隊
」
の
語
も
見
え
る

(
〈
忠
明
帥
F
S
A
F
W
勾∞)。

彼
は
万
人
隊
長
で
な
い
に
し
ろ
、
少
く
と
も
か
な
り
上
位
の



地
位
に
あ
る
千
人
隊
長
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(
志
茂
、

一
二
三
四
頁
参
照
)
。

次
に
チ
ュ
ー
バ
ン
の
副
官
で
あ
っ
た
ト
グ
マ
ク
に
つ
い
て
、

『
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
史
』

の
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
の
大
ア
ミ

l
ル
の
リ
ス
ト
に

(
心
曲
目
}
岡
山
町
H
f
m
v
)

二
二
番
、
側
近
(
日
忠
岡
山
)

の
ア
ミ

l
ル、

ト
ヮ
グ
マ

l
ク

叶
E
D
・
5
2。
君
側
(
自
己
宮
吋
門
知
臣
官
官
旦
)

に
あ
る
ヒ
タ
イ
人
ト
カ
ジ

ャ
ク
、
吋

-wと
昇
一
の
息
子
。

と
あ
る
が
実
は
父
は

開
削
』
帥

W

J
閃
む
口
』
川
出
向

で
あ
っ
て

(
出
比
円
山
-
w
N

∞l
N
φ
h
H吋
吋
)
、

チ
ュ
ー
バ
ン
の
家
臣
で
は
な
く
、
身
分
上
は
イ
ル
H

ハ
ン

に
直
属
す
る
高
官
で
あ
る
。

イ
レ
ン
ジ
ン
は
、
ヶ
レ
イ
ト
部
の
ワ
ン
リ
ハ
ン
の
曽
孫
で
、

イ
ル
日
ハ
ン
家
の
婚
族
で
あ
り
、

ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
の
宮
廷
で
は
第
六
番
目
の

高
位
を
占
め
て
い
た

(
E
E
E
¥〉
旬
5

2

P

H

r

N

斗

N

日
。
帥

m
g
E
h
志
茂
、

一
二
七
l

八
頁
参
照
)
。

『
ヴ
ァ
ッ
サ

i
フ
史
』
に
は
、

ウ

ノレ
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ジ
ェ
イ
ト
死
亡
の
時
ご
コ
二
六
年
二
一
月
)

大
将
軍
イ
レ
ン
ジ
ン
は
グ
ル
ジ
ア
人
の
も
と
に

(
合
吋
関
口
吋
}
)

、
h

-

、LV
争
れ

(
J
N
m
g
p
p
s
ω
)
 

と
あ
っ
て
、
彼
の
キ
シ
ュ
ラ
]
グ
も
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

て
い
た
有
力
な
武
将
の
四
名
ま
で
、
が
ク
ル
ミ
シ
と
共
に
滅
ぼ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
ユ
ル
ト
を
有
し

第
三
節

ト
カ
ル
と
ク
ン
チ
ュ
ク
パ
ル

一
二
六
二
年
の
戦
役
、

一
二
六
九
年
の
テ
グ
ダ
ル
H

オ
グ
ル
の
反
乱
鎮
圧
関
係
の
記
事
に
ア
パ
タ
イ
〉

σ伴
身
一
日
ノ
ヤ
ン
の
名
が
見
え
る
。

彼
は
コ
ン
キ
ラ

l
ト
氏
人
で
、

フ
ラ
グ
に
従
っ
て
イ
ラ
ン
に
遠
征
し
、
『
集
史
』
[
ア
パ
ガ
H

ハ
ン
紀
」
に
は
、
「
古
参
の
大
将
軍

cgmwBム

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ

γ
ゴ
ル
箪

ZNZ話
l
山

内

Hm缶
詰
」

の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
息
子
達
に
ナ
ル
ブ
ル

ZMWH.σ
ロ円、

ヴ
ト
マ
ン

〈
耳
目
帥
ロ
、

グ
ト
ル
グ
・
テ
ム
ル

。
ロ
己
口
問
刷
何
回
吋
目
白
ロ
円
、
が
あ
り
、

ヴ
ト
マ
ン
、

ク
ト
ル
グ
・
テ
ム
ル
は
各
々
ブ
ル
ガ
ン
け
ハ
ト
タ
ン

切ロ
-mymFロ
}
内
宮
山
口
U
口、

キ
ラ
ム
ン

H

ハ

岡
山
岳
吉
岡
ロ

W
V
帥仲
U
ロ
を
イ
ル
一
川
ハ
ン
の
室
に
入
れ
て
い
る

は
、
六
七
九
年
サ
フ
ア
ル
月
(
一
二
八

O
年
六
月
)
に
死
亡
し
た
が

ト
ゥ
ン

(
℃
白
巨
国
泊
¥
〉
旬
甲
山

ω白
h
p
H
r
ω
山
由

m
r
H
H
F
∞w

一50
)

。
ア
パ
タ
イ
自
身

(、
H，
E
由
民
P
H
H
F
E
ω
)
、
『
集
史
』
「
ア
ル
グ
ン
ハ
ハ
ン
紀
」
に
ハ
ン
は

ま
た
、
そ
の
時
、
ナ
ミ

l
ル
け
グ
ン
ジ
ュ
ク
パ
ル

C
C旦
ロ
ρ
ぴ
包
に
恩
寵
を
賜
い
、
祖
父
ア
パ
タ
イ
H

ノ
ヤ
ン
の
地
位
、
す
な
わ
ち
中

-
軍
の
ア
ミ

l
ル
の
職
を
与
え
た

2
2
災
P
N
S
)

と
あ
る
。
一
ア
ル
グ
ン
、
ゲ
イ
ハ
ト
ゥ
、
パ
イ
ド
ゥ
三
代
の
治
世
期
に
タ
ガ
チ
ャ
ル

断
し
た
万
人
陵
長
グ
ン
ジ
ュ
ク
パ
ル
は
ア
バ
タ
イ
け
ノ
ヤ
ン
の
孫
で
あ
る
。

グ
ジ
日
ハ
ン
の
長
女
ウ
ル
ジ
タ
イ

d
g
S】
刊
を
要
っ
た

、}，

mwmvmwnvmw円、

ト
ヮ
カ
ル

叶
即
日
内
即
日
と
共
に
国
政
を
熊

一
族
が
イ
ル
リ
ハ
ン
の
外
戚
で
あ
る
ば
か
り
か
、
彼
自
身
ア
ル
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(
叶
白
迄
浜
ク
一
5
4
)

。

彼
の
ユ
ル
ト
は
、
『
ヴ
ア

γ

サ
l
フ
史
』
に
、

ゲ
イ
ハ
ト
ゥ
が
ハ
ン
位
に
即
く
た
め
ル

l
ム
か
ら
イ
ラ
ン
に
来
る
と
い
う
情
報
を
得
る
と
、

ノ、

ヮ
を
擁
立
し
よ
う
と
し
て
い
た

ク
シ
ジ
ュ
ク
パ
ル
は
逃
げ
、
熟
慮
の
た
め
ア
ラ
タ

l
グ

k
r
g
に
行
っ
た
(
〈
忠
明
U
F
N
勾
)

と
あ
る
の
で
、

ヤ
イ
ラ

l
ク
は
大
ア
ル
メ
ニ
ア
に
、

キ
シ
ュ
ラ

l
ク
は
恐
く
ア
ラ
ス
河
の
温
暖
な
河
岸
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
二
二
八
八
年
、

九
年
の
ジ
ュ
チ
H

ウ
ル
ス
軍
侵
入
に
先
陣
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
も
、

キ
シ
ュ
ラ
!
グ
が
オ
ル
ド
と
近
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

，u
グ
ン
チ
ュ
グ
バ
ル
は
、
バ
イ
ド
す
と
運
命
を
共
に
し
、

ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
に
処
刑
さ
れ
た
。

ウ
ル
ジ
タ
イ
は
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
の
ア
グ
ブ
カ
H

ノ
ヤ
ン
に
与
え
ら
れ
た
屯
由
自
民
h
¥〉
旬

5
2
P
H
H
Y
E
N
ω
。。)。

ト
ゥ
品
川
ル
は
、
グ
ン
チ
ュ
グ
パ
ル
と
同
じ
く
、
ア
ル
グ
ン
、
ゲ
イ
ハ
ト
夕
、
パ
イ
ド
ゥ
一
二
代
に
わ
た
っ
て
宮
廷
で
高
い
地
位
を
得
た
武
将



で
あ
っ
た
。
『
集
史
』
「
部
族
誌
」
の
記
載
に
は
な
い
が
、
「
フ
ラ
グ
日
ハ
ン
紀
」
に
は
、

フ
ラ
グ
の
六
女
ク
ト
ヮ
ル
カ
ン

ρロ己門戸川山口

は

(
吋
白
宮
浜
0

・一
5
)

ド
ゥ
ル
ベ
ン

U
E，σ
仰
向
戸
氏
の
ウ
ル
グ
ド
ヮ
ロ
叫

m
Eロ
ノ
ヤ
ン
の
息
子
イ
ス
ブ
カ

J
E印ロ
σ
E
A帥
H

ク
ル
カ
ン
に
与
え
ら
れ
、
彼
が
死
亡

す
る
と
息
子
ト
ヮ
カ
ル
が
要
っ
た

と
あ
る
。
イ
ス
ブ
カ
の
没
年
は
六
六
五

(
一
二
六
六
/
七
年
)
で
あ
る
が

3
2
M
R
P
E
)、
イ
ル
日
ハ
ン
国
の
年
代
記
に
ト
ヮ
カ
ル
の
活
動

が
述
べ
ら
れ
る
の
も
こ
れ
以
降
で
あ
る
。

ま
た
ト
?
カ
ル
自
身
は
、

ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
の
次
女
ウ
ル
ジ
ャ
テ
ム
ル

ロ
ロ
凶
叶
日

EAM吋
を
要
つ

て
い
る

(吋

2
V
5・
su--80)。
彼
女
は
、

ト
ゥ
カ
ル
が
ガ
ザ
ン
の
命
令
で
処
刑
さ
れ
る
と
、

マ
ン
グ

l
ト
部
の
ク
ト
ル
グ
シ
ャ

I
H
ノ

ヤ
ン
ル
}
再
婚
し
た
。

『
ヴ
プ

γ
サ

1
フ
史
』
に
は
、
パ
イ
ド
ゥ
が
即
位
を
望
ま
な
い
の
か
}
知
っ
て
、
彼
を
擁
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
ト

P
カ
ル
と
ク
ン
チ
ュ
ク

〈
・
レ
十
i
h

、

〆

r

ノ

f

ゲ
イ
ハ
ト
ヮ
の
報
復
を
恐
れ
、
『
集
史
』
「
ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
紀
」
に
は
、

(
斗
白
V

白
浜
m
w
w
N
@
h
F
)

、
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下
ウ
カ
ル
は
そ
れ
を
不
快
と
し
で
引
返
し
、
家
の
あ
っ
た
ゴ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
地
方
に
行
っ
た

と
あ
る
。
ま
た
『
モ
シ
ゴ
ル
人
侵
入
史
』
に
は
、
ダ
ヴ
ヰ
テ
ィ
六
世
即
位
(
一
二
九
二
年
)
間
も
な
く

王
ダ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
も
と
に
ア
ラ
ラ
ッ
ト
の
山
々
に
住
む
ハ
ン
H

官
庁
・
)
ト
ヮ
カ
ル
の
も
と
に
行
く
よ
う
に
誘
う
急
使
が
来
た
(
∞
円
。
回
問
。
F

]「

G
H
ω
)

と
あ
り
、

ト
P
カ
ル
が
ガ
ザ
ン
側
の
武
将
ク
ル
ミ
シ
に
殺
さ
れ
る
と

王
ダ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
、
同
じ
く
オ
ス
人
の
諸
侯
パ
レ
ジ
ャ
ン
即
日
・
0
丘
mg
に
託
さ
れ
ア
テ
ニ

〉

Z
E
に
置
か
れ
て
い
た
(
ト
ゥ
カ
ル
の
)

患
子
達
、
武
器
と
財
産
の
全
部
を
引
渡
し
た

(
F
E
4
2
8

北
大
文
学
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シ
ル
ヴ
ァ

l
γ
と
グ
ル
ジ
ス
タ
l
γ

の
モ
ン
ゴ
ル
軍

と
あ
る
。
ト
ゥ
カ
ル
の
ヤ
イ
ー
ラ

1
ク
は
、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
州
の
南
部
で
グ
ル
ジ
ア
領
ア
ル
メ
ニ
ア
の
ア
ラ
ラ
ッ
ト
地
方
の
山
地
で
あ
る
。

ア
テ
ニ
に
キ
シ
ュ
ラ

l
ク
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
こ
こ
は
ト
ピ
リ
ス
ィ
北
西
約
六

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
、
、
コ
リ
地
方
の
渓
谷
の
村
で

あ
る
。ア

ラ
グ
ス
河
上
流
に
、

コ
ン
キ
ラ
ト
、

ド
ゥ
ル
ベ
ン
両
附
馬
家
の
ユ
ル
ト
が
存
し
た
が
、
彼
等
は
、

ガ
ザ
ン
登
酢
の
政
変
に
よ
っ
て
除
か

れ
た
の
で
あ
る
。

プ
ラ
ス
河
は
、
中
流
両
岸
に
カ
ラ
ダ
グ

。
釦
円

m
F
U
M凹

mv、
カ
ラ
ポ
グ

O
R協
定
町
、
カ
バ
ン

ρ
S
E
等、

上
流
に
ア
ラ
ラ
ッ
ト
、
ア
ラ

タ
グ
の
ヤ
イ
ラ

l
ク
適
地
を
持
ち
、
中
流
域
に
ナ
ク
チ
ェ
ヴ
ァ

γ
、
下
流
に
ア
ッ
ラ

l
ン、

ム
l
ガ
l
ン
の
温
暖
な
キ
シ
ュ
ラ
ク
を
有
し
て

ユ
ル
ト
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ア
パ
タ
イ
H

ノ
ヤ
ン
、

ウ
ル
グ
ト
ヮ
リ
ノ
ヤ
ン
の
み
な
ら
ず
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
テ
グ
ダ
ル
H

オ
グ
ル
、

三止

。。

い
た
。
今
日
も
こ
こ
に
は
シ
ャ
フ
セ
ヴ
ア
ン
、

ト
ル
コ
マ
ン
等
の
遊
牧
民
集
団
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
他
に
も
多
く
の
軍
隊
の

ュ
チ
家
の
、

ト
ゥ
タ
ル
、
パ
ラ
ガ
イ
日
オ
グ
ル
の
ユ
ル
ト
も
同
河
流
域
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

第
四
節

ス
ル
ド
ヮ
ス
部
の
軍
隊
と
チ
ュ
ー
バ

l
ン
家
の
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
支
配

ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
、

ア
ブ

l
サ
イ
ド
両
ハ
ン
の
元
帥
(
釦
白
山
門
包

1
Z
E
R円
)

で
あ
っ
た
チ
ュ
ー
バ

l
ン
H

ノ
ヤ
ン
は
、

ス
ル
、
ド
ゥ
ス

ω同日

門
町
広
部
の
人
で
あ
っ
た
。
『
集
史
』
「
部
族
誌
」

(
℃
白
自
国
泊
¥
〉
同
国
国

ω白
h
p
一戸

r
A
F一
出
切
)

ス
ン
ジ
ャ
グ

ωロ
丘
町
W
A
U

ノ
ヤ
ン
は
フ
ラ
グ
と
と
も
に
イ
ラ
ン
に
来
て
、

(
山
田
町
山

ヤ
ル
グ
チ
、
右
翼
の
千
人
隊
長
、
宿
営
の
武
将

阿
内
命
一

N
日
付
)
を
務
め
ク
ケ
H

イ
ル
カ
イ
同

uwmw
口
付
副
司
の
次
席
に
座
し
た
。
彼
の
兄
弟
に
ケ
ブ
テ
ィ
同

F
岱
H

ノ
ヤ
ン
、
ア
ラ
テ
ム
ル
H

ド
ゥ
ダ
ウ
ン
、
吋
ロ
仏
mE口
、
テ
ム
ル
日
ブ
カ
叶
即
日
ロ
吋
回
町
内
嗣
仰
が
あ
っ
た

イ
ダ
チ
〉
吋
mw
吋日

E
E
-
E仰
の

E
、



と
あ
る
。

ス
ン
ジ
ャ
ク
の
兄
弟
中
ト
ゥ
ダ
ウ
ン
日
バ
ハ
ド
ル
は
、

一
二
七
七
年
四
月
、

ア
プ
ル
ス
タ
ー
ン
〉
ぴ
巳
ロ
∞
片
山
口
で
ス
ル
タ
ン
H

パ

イ
パ
ル
ス
の
マ
ム
ル

l
ク
朝
軍
と
戦
っ
て
敗
北
し
た
万
人
隊
長
で
あ
っ
た
。

チ
ュ
ー
バ

l
ン
は
こ
の
ト
ゥ
ダ
ウ
ン
の
子
マ
リ
グ

ク
ル
ミ
シ
と
共
に
ト
ゥ
ダ
ジ
ュ
の
万
人
隊
に
属
し
、
パ
イ
ド
ゥ
と
ゲ
イ
川
ト
ゥ
の
支
持
者
の
間
で

冨
州
込
山
町

の

子
で
あ
る

0
3
2
%♂
白
品
)
。
彼
は
、

ハ
ン
位
が
争
わ
れ
た
時
に
ゲ
イ
ハ
ト
ヮ
に
組
し
、

ガ
ザ
ン
が
挙
兵
す
る
と
逸
速
く
そ
の
幕
下
に
参
じ
、
バ
イ
ド
ヮ
軍
と
の
戦
闘
、

ア
ル
ス
ラ

ン
日
オ
グ
ル
の
反
乱
鎮
圧
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
う
り
で
あ
る
。

彼
の
地
位
は
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
が
即
位
す
る
と
著
し
く
引
き
上
げ
ら
れ
、
ガ
ザ
ン
リ
ハ
ン
以
来
の
ア
ミ
l
ル
ル
リ
ウ
ヲ
ヲ
ー
で
あ
っ
た
グ
ト

ル
グ
ジ
ャ
ー
に
次
い
で
第
二
の
高
位
と
「
大
将
軍
、
タ
ジ

1
ク
人
と
ト
ル
コ
人
の
総
帥
、
正
義
玉

、吋帥
N
持
〈
知
、
叶
ロ
吋

ww
問

VSEC--4Fe-)
の
称
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
(
心
山
田
町
帥
H
M
Y

∞)。

チ
ュ
ー
バ

l
ン
の
率
る
ス
ル
ド
ゥ
ス
部
の
部
隊
は
、

(
問
自
可

-EN5mwszaρ
包
E
B
l仲

ま
た
、

一
三

O
七
年
の
ギ
ラ
ン
親
征
軍
の
編

成
を
見
る
と
、

四
個
に
編
成
さ
れ
た
全
部
隊
中
の
一
つ
で
あ
っ
た

(
切
吋
。
回
目
ゆ

F
]「

-139ー

。ωo
u
J
。

彼
の
ユ
ル
ト
は
、
『
集
史
続
編
』
の
既
に
述
べ
た
グ
ル
ミ
シ
の
反
乱
直
前
の
記
事
に

ア
ミ

l
ル
リ
チ
ュ
ー
バ

l
ン
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
方
面
に
向
っ
た
。
兵
士
は
各
自
の
目
的
地
に
向
っ
た
。
ア
ミ

i
ル
H

チ
ュ
ー
バ

1
ン

は
宮
沢
子
ア
ミ

l
ル
い
ハ
サ
ン
を
荷
物
(
ロ

m可
。
。
)
と
妻
の
も
と
に
留
め
、
自
分
は
若
干
の
騎
士
を
連
れ
て
コ
ク
チ
ェ
・
デ
ン
ギ
ス
間
同
町
宮

吋
目
白
m
判
定
に
向
っ
た

(
叩
即
時
山
相
〉

σ吋
F
E
A
F
)

と
あ
り
、
後
に
チ
ュ
ー
バ

l
ン
の
孫
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
に
会
う
た
め
に
ル

l
A
よ
り
ナ
ヒ
チ
ェ
ヴ
ァ
ン
経
由
で
カ
ラ
パ
グ
に
向
っ
た
人

々
は
、
ア
ミ

l
ル
H

チ
ュ
ー
バ

l
ン
の
ヤ
イ
ラ

1
ク
で
あ
っ
た
ガ
ス
レ
・
タ

l
グ

。
凶
印
H

・14
山

寸
帥
A

と
ゴ
ク
チ
ェ
・
デ
ン
ギ
ズ
に

(
叫
仙
m
N
l同

北
大
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シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

凶

σ
Z
-
N
N
N
一
民
-
w
ω
ω
g
m
R
D
mロ円
F
E
N
)

到
着
し
た
と
記
す
。

チ
ュ
ー
バ

l
ン
の
ヤ
イ
ラ

l
グ
は
ゴ
ク
チ
ェ
・
デ
ン
ギ
ズ
(
デ
ニ
ズ
)
す
な
わ
ち
セ
ヴ
ン
湖
の
岸
に
存
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
オ
グ
ル

1
グ
を
置
い
て
い
た
キ
シ
ュ
ラ

l
グ
は
、

オ
ル
ド
に
近
い
ク
ル
河
岸
だ
っ
た
ろ
う
。

ク
ル
ミ
シ
の
反
乱
後
、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
軍
の
総
帥
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
『
シ
ャ
イ
ブ
H

ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に

シ
ャ
イ
プ
リ
マ
ブ
ム

l
ド
を
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
派
遣
し
た

(kpHM円
r
E
H
)

或
い
は
、シ
ャ
イ
フ
H

マ
ブ
ム

1
ド
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
を
降
し
た

(FE--HUN)

ア
ミ

l
ル
け
チ
ュ
ー
バ

l
ン
の
息
子
達
の
中
に
ア
ル
メ
ニ
ア

〉
円

BmHロ
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
支
配
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
シ
ャ
イ

-140ー

と
あ
り
、
『
集
史
続
編
』
に

と
あ
っ
て
、

プ
リ
マ
フ
ム

l
ド
が
い
た
(
明
邑
F
N
l
F
K
F
σ
E
r
H
∞ω
u
n
r
ω
ω
自
民
ρω
ロ円
F
吋
0

・∞
ω)

チ
ュ
ー
バ

l
ン
の
第
四
子
シ
ャ
イ
ブ
け
マ
フ
ム

i
ド
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

チ

ナ

l
パ
l
ン
が
一
三
二
七
年
に
失
脚
す
る
と
、
シ
ャ
イ
プ
リ
マ
フ
ム

l
ド
も
捕
え
ら
れ
、
処
刑
さ
れ
た

(krF円
Y
E
T
司
邑
-Nl即
〉
σZvw

E
C
一ω
ω
S
R
O
mロ
2
・
E
)
が、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
は
グ
ト
ル
グ
円
シ
ず
1
の
息
子
イ
ク
パ

l
ル
日
ジ
ャ
ー
に
与
え
ら
れ
た

(
K
F
F
Z
U
E
U
)
 

と
あ
っ
て
、

シ
ャ
イ
フ
H

マ
フ
ム

l
ド
の
地
位
は
、

ガ
ザ
ン
の
グ
ル
ジ
ア
軍
指
揮
官
で
、

ガ
ザ
ン
と
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
の
ア
ミ

l
ル
ル
・
ウ
マ

ラ
ー
で
あ
っ
た
ク
ト
ル
グ
シ
ャ
!
の
息
子
イ
ク
パ
ル
シ
ャ

l
に
与
え
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
『
シ
ャ
イ
フ
リ
ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
、

七
三
四
(
一
一
三
三
ニ
/
四
)
年
冬
、

ア
ブ

l
サ
イ
ド
日
ハ
ン
が
バ
グ
ダ
ー
ド
で



冬
営
中ア

ミ

l
ル
H

シ
十
イ
フ
ハ
ハ
サ
ン
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
方
面
に
行
く
よ
う
に
と
の
勅
令
が
下
り
、

ア
ミ
l
ル
は
そ
の
方
面
に
赴
い
た

(-σ-a-wHq吋
)

と
あ
る
。
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
の
ハ
サ
ン
(
大
ハ
サ
ン
〉
が
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
軍
の
指
揮
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
間
も
な
く
ル

(
F
E
4
5
3
、
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
で
は
、
チ
ュ
ー
バ
l
ン
家
の
人
々
の
勢
力
が
強
大
と
な
る
。

-
ム
総
督
に
転
じ

チ
ュ
ー
バ

l
ン
が
、
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
ゥ
M

ハ
γ
の
娘
サ
テ
ィ
H

ベ
グ

ω帥
仲
間
切
符
と
の
聞
に
な
し
た
ス
ル
カ
ン
(
・
シ
ラ

)ω

。2
-
M
g
a
E
S
)

(ωmBω
円
宮
出
向
凶

Y
5
J三
宮
市
出
)
。
ァ

ブ
l
サ
イ
ド
が
死
亡
す
る
と
(
一
三
三
五
月
)
、
彼
は
ウ
グ
ラ
ン
ジ
口
対
日
丘
ウ
ル
ト
ゥ
グ
シ
ャ

l

d
円
Z
A
ω
『
帥
町
、
ラ
シ

l
ド
ウ
ず
デ
-
ィ

l

は
、
大
ハ
サ
ン
が
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
派
遣
さ
れ
た
時
に
母
と
共
に
ア
ッ
ラ

1
ン
の
カ
ラ
パ
グ
に
い
た

ン
の
子
ギ
ャ

l
ス
ッ
デ
ィ

1
ン
・
ム
ハ
ン
ヤ
ド
等
と
企
っ
て
ア
ル
バ

H

ケ
ウ
ン
を
ハ
ン
位
に
つ
け
た
。
し
か

L
、
七
三
六
(
一
三
三
五
/
六
)

-141ー

年
ム

l
サ

1

宮
回
目
仙
一
を
支
持
す
る
オ
イ
ラ
ー
ト
部
の
ア
リ

l
・パ

l
ド
シ
ャ

l
の
軍
に
ア
ル
パ
が
敗
れ
る
と
ス
ル
カ
ン
は
グ
ル
ジ
ス
タ

I

(
担
問
片
山
l
N
i
山
krσ
円
U
i
u
E
U
E
C
)。
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
大
ハ
サ
ン
は
、
ア
リ

l
・パ

l
ド
シ
ャ

l
に
抗
す
べ
く
ム
ハ
ン
マ
ド
を
擁

し
て
挙
兵
す
る
と
(
一
三
三
式
年
)
、
彼
は
大
ハ
サ
ン
に
組
し
、
勝
利
の
後
カ
ラ
パ
グ
の
入
口
か
ら
グ
ル
ジ
九
タ
l
ン
の
入
口
ま
で
を
与
え
一
ら

ン
に
逃
げ
た

れ
た

(
K
戸
町
吋

r
g
A
F
)
。

一
三
三
八
年
チ
ュ
ー
バ

1
ン
家
の
ハ
サ
ン
(
小
ハ
サ
ン
)
が
大
ハ
サ
ン
を
パ
グ
、
ダ

I
ド
に
追
っ
た
時
も
タ
N

フ
リ
ー
ズ
に
留
ま
り
、
実
母
サ
テ

ィ
・
ベ
グ
が
即
位
す
る
と
、
小
ハ
サ
ン
、
ア
リ

l
・
ウ
ク
ラ
ン
ジ
、
ウ
ル
ド
ゥ
ブ
カ
と
共
に
ア
ミ

l
ル
職
を
与
え
ら
れ
た
(
笹
山

P
E
S。

こ
の
間
も
ス
ル
カ
ン
の
ユ
ル
ト
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
あ
っ
た
が
、

七
四
一
(
一
一
一
一
四

O

/
一
)
年
に
は
イ
ラ

l
ク
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
を
与
え
ら

れ
て
、
ラ
イ
に
去
っ
た

(〉

}E・
5
∞
一
一
山
由
日
常
宮
口
【
凶

Y
5
0
)
。

北
大
文
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シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
?
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
γ
ゴ
ル
軍

か
つ
て
の
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
総
督
シ
ャ
イ
フ
日
マ
フ
ム

I
ド
の
子
ピ

l
ル
・
ア
サ
イ
ン
は
、
大
ハ
サ
ン
の
武
将
で
あ
っ
た
が
、
大
ハ
サ
ン

と
小
ハ
サ
ン
と
の
聞
に
戦
闘
が
生
じ
た
時
に
は
後
者
に
味
方
し
た
(
〉
宵

F
g
m
r
叩
仙
防
相
l
-
k
r
可
思
。
『
集
史
続
編
』
に
は
、

こ
の
依
奴
ス
レ

イ
マ

1
ン
を
ハ
ン
に
擁
立
し
た
小
ハ
サ
ン
は
、

イ
ラ
ク
・
ア
ジ
ャ
ミ

l
、ァ

l
ザ
ル
パ

l
イ
ジ
ャ

l
ン、

ア
ッ
ラ

l
ン
、
ム

i
ガ
l
ン
と
自
分
の
従
兄
弟
で
シ
ャ
イ
フ
・
マ
フ
ム
一

T
ド
の

子
ピ

1
ル
・
ア
サ
イ
ン
と
兄
弟
達
が
持
っ
て
い
た
ル

l
ム
に
至
る
ま
で
の
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
を
把
握
し
、
所
領
と
し
た
(
仏
ω門
A
C
σ
印
山
1

伊
丹
問
的
目
白
吋
口
同

4山
山
内
回
一
打

mwbmw円
色
白
円
仰
〈
釦
吋
仏
)
。

ア
ミ

l
ル
日
ピ

l
ル
・
ア
サ
イ
ン
は
、

能
う
限
り
の
多
勢
の
者
と
と
も
に
カ
ル
ス
心
川
町
ω

地
方
に
向
っ
た
(
恒
段
目
畑
l

山
〉

σ吋
F
N
O∞)

わ
た
し
カ
ル
ス
に
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
兄
弟
達
と
は
、
シ

l
ル
l
ン
印
庄
司
即
ロ
、
チ
ャ
マ
ガ

i
ンハリ
}

M

・
E-mvmg、
ド
ア
ハ

l
ン
ロ
民

-142-

と
あ
る
。
こ
の
時
ま
で
シ
ャ
イ
フ
H

マ
フ
ム

1
ド
の
子
の
ピ

l
ル
・
ア
サ
イ
ン
が
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
い
た
が
、
小
ハ
サ
ン
に
こ
こ
を
聞
け

川
広
島
町
宮
で
あ
ろ
う

(
目
印
}
円
円
四

J

H

∞ω)
。
ピ
l
ル
・
ア
サ
イ
ン
は
こ
の
後
フ
ァ
ー
ル
ス
総
督
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
在
任
中
小
ハ
サ
ン
に
よ
っ
て

毒
殺
さ
れ
た

(-σ
仲
門
同

J

H

∞
ω・
NO∞
w
N
一E1・∞]忘)。

小
ハ
サ
ン
が
暗
殺
さ
れ
た
(
一
三
四
三
年
)
後
、
息
子
の
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
が
北
西
イ
ラ
ン
の
支
配
権
を
得
た
が
、
『
集
史
続
編
出
一
に
は

ア
l
ザ
ル
パ

l
イ
ジ
ャ

I
ン
の
カ
ラ
パ

l
グ
に
大
ア
ミ

l
ル
で
、
大
軍
を
擁
し
て
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に

居
た
ア
ミ

l
ル
・
ジ
ダ
l
イ
同
・
仏
∞
句
、
が
全
馬
群
と
共
に
マ
リ
フ
一
・
ア
シ
一
年
ラ
フ
の
も
と
に
来
た

(FE--NN斗
)

七
四
人
(
一
三
四
七
/
八
)
年
、

と
あ
る
。

マ
リ
グ
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
は
、

カ
ラ
パ
グ
の
冬
営
地
か
ら
ダ
ブ
リ

l
ズ
に
向
う
途
中
、
本
営
に
伺
候
し
た
高
位
の
武
将
で
グ
ル
ジ
ス

タ
ー
ン
を
支
配
し
て
い
た
ジ
ダ
イ
を
、

こ
の
後
謀
殺
し
、
彼
の
従
者
を
掠
奪
さ
せ
た
。
ジ
ダ
イ
に
つ
い
て
は
、

に
ス
ル
カ
ン
が
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
と
争
っ
た
時
後
者
に
組
し
、

ス
ル
カ
ン
の
戦
列
を
破
る
功
を
上
げ
て
い
る 七
四
四
(
一
三
四
三
〆
四
)
年

(
F
E
-
-
)
他
に
知
る
と



こ
ろ
は
な
い
。
考
え
得
る
こ
と
は
、
彼
、
が
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
譜
代
の
臣
で
は
な
く
、
同
盟
者
で
あ
っ
て
、

マ
リ
フ
・
ア
シ
ュ
ラ
ブ
の

統
治
権
内
の
異
質
な
要
素
で
あ
っ
た
の
で
、

マ
リ
グ
H

ア
シ
ュ
一
フ
フ
は
将
来
彼
が
自
己
の
権
力
の
敵
対
者
と
な
り
得
る
と
考
え
て
除
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
イ
ル
H

ハ
ン
圏
中
後
期
に
、
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
軍
の
司
令
官
で
あ
っ
た
シ
ラ
ム
ン
U

ノ
ヤ
ン
の
子
孫
、
ア
リ
ナ
ク
、
グ
ル
ミ
シ

日
グ
ル
カ
ン
父
子
等
は
政
変
叛
乱
の
際
に
処
刑
さ
れ
、
オ
ル
ド
の
重
臣
で
あ
っ
た
ト
ゥ
カ
ル
、
ク
ン
チ
ュ
ク
バ
ル
も
失
脚
し
た
。
チ
ュ
ー
バ

ー
ン
朝
の
時
代
に
は
、
ソ
ル
カ
ン
リ
シ
ラ
、
ピ

I
ル
・
ア
サ
イ
ン
の
子
シ
ャ
イ
フ
日
マ
フ
ム

l
ド、

た
が
、
彼
ら
も
次
々
と
移
駐
、
謀
殺
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ミ

l
ル
H

ジ
ダ
イ
が
こ
の
地
方
に
い

第
三
章

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
け
シ
ャ

l
園、

グ
ル
ジ
ア
王
国
の
自
立

歴
代
イ
ル
日
ハ
ン
が
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
配
備
し
た
軍
隊
は
、
次
第
に
配
置
転
換
、
領
袖
の
没
落
等
部
族
編
成
改
変
の

-143-

理
由
と
な
る
よ
う
な
事
情
に
至
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

『
集
史
続
編
』
に
は
、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
セ
ヴ
ア
ン
湖
に
近
い
一
城
塞
に
龍
城
し
て
い
た
ア
ミ

i
ル
H

ガ
ザ
ン
の
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
七

二
O
(
一
一
ニ
二

O
〆
一
)
年
冬

そ
の
こ
ろ
箪
隊
か
ら
、

「
そ
の
方
面
に
定
め
ら
れ
て
い
た
諸
放
の
守
備
隊
と
前
衛
が
減
少
し
、

」
こ
は
辺
境
で
あ
る
の
で
彼
等
は
こ
の

為
常
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
兵
員
に
不
足
が
生
じ
、
軍
人
が
(
定
数
よ
り
)
少
い
の
は
望
ま
し
く
な
い
」
。
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た。

ス
ル
タ

l
ン
リ
ア
ブ

i
サ
イ
ド
は
彼
等
の
言
を
取
り
上
げ
、

全
軍
が
そ
の
方
面
に
行
き
、

ま
た
ス
ル
タ

1
ン
の
命
令
に
よ
っ
て
そ

3

の
州
の
知
事

(
g
E
E
)
で
あ
る
大
副
官

(
E
5
S
Fム
ぴ
C
N
ロ円尚一
V

と
な
る
よ
う
に
決
定
し
た
(
恒
邑
-
可
制
ム
〉
ぴ
円
。
・

50)

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
プ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

と
あ
る
。
ま
た
、

ア
ブ
ド
ル
ラ
ザ
グ
・
サ
マ
ル
カ

γ
デ
ィ

I

長
E
mア
H
U
N
N
E‘
ω
m
w
E
m
z
g岳
の
年
代
記
七
二
一
(
一
一
三
二
/
二
)
年

の
項
に
は
同
じ
こ
と
が
、

ス
ル
タ

i
v
J
は、

そ
の
方
面
の
軍
隊
な
充
分
で
あ
る
よ
う
に
、
ス
ル
タ
リ
1
y
u
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
ゥ
の
命
令
に
よ
っ
て
そ
こ
に
あ
っ
た
知

事
(
宮
E
E
)
は
、
そ
の
地
方
の
司
令
官

Q
R
B
E
l
Eロ
ロ
抑
)

で
あ
忍
よ
う
に
、
ま
た
諸
地
方
の
情
報
を
集
め
る
よ
う
に
、

と
命
じ

た

(ωmwBRASEFωω) 

と
あ
る
o
e
辺
境
軍
の
減
少
が
報
告
さ
れ
た
の
で
、
兵
員
の
再
配
備
、
新
た
な
任
命
に
よ
ら
な
い
で
各
地
方
軍
の
司
令
官
は
そ
の
ま
ま
留
任
す

る
ζ

と
、
情
報
集
収
に
意
を
用
る
等
の
こ
と
が
命
令
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

マ
ブ
ム

I
ド
N

ハ
ン
を
擁
立
し
て
、
北
西
イ
ラ

γ
の
支
配
権
を
得
た
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
シ
ャ
イ
フ
・
ハ
サ
ン
は
、
一
一
三
一
己
八

年
醒
下
の
部
将
に
ユ
ル
ト
を
分
配
し
た
が
、
『
シ
ャ
イ
フ
H

ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

-144ー

シ
ャ
ル
ー
ル

ω
F
R同
司
と
ド
ヴ
ィ
ン
ロ

4
E
を
ナ
フ
チ
ヴ
ァ

l
ン
に
至
る
ま
で
ア
ク
ジ

l
k
r
w出
の
息
子
ハ
サ
ン
H

ベ
ク
に
、

バ
グ
の
入
口
か
ら
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
入
口
ま
で
を
ア
ミ

1
ル
リ
ス
ル
カ
ン
に
、

カ

フ

シ
ル
ヴ
ァ

1
ン
と
前
線
を
イ
キ
ン
ジ

Z
E〕
の
息
子

シ
ャ
イ
フ
H

チ
ュ
ー
バ

l
ン
に
、

ム
l
ガ

l
ン
と
パ

l
ル
l
ン
回
常
国
ロ
の
千
人
隊
を
自
分
の
息
子
ユ

1
ス
フ
・
シ
ャ

l
に
与
え
た
。

(
〉
回
同
吋
戸

5
A
F
)

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
に
シ
ャ
イ
フ
日
チ
ュ
ー
バ
ン
が
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
東
部
に
は
ス
ル
カ
ン
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
は

先
に
述
べ
た
ピ

l
ル
・
マ
フ
ム
ー
ド
の
諸
子
、
及
び
ア
ミ

I
ル
H

ジ
ダ
イ
が
い
た
は
ず
で
あ
る
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
チ
ュ
ー

バ
1
ン
朝
の
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
支
配
権
が
確
立
し
て
、
彼
が
タ
a

フ
リ
ー
ズ
に
入
城
じ
新
王
朝
の
一
基
礎
が
置
か
れ
た
七
四
人
〆v、、

一一一一一一一

七
/
A
V
年、

ア
ブ
ド
ル
ラ
ザ
ク
・
サ
マ
ル
カ
ン
デ
ィ

l
は

(ωωBmZ-山口弘
f
N
N
A
F
)



ア
I
ザ
ル
バ

l
イ
ジ
ャ

l
ン
と
イ
ラ
ク
・
ア
ジ
ャ
ム
と
ア
ッ
ラ

l
ン
と
ム

l
ガ

l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
一
部
と
グ
ル
デ
ィ
ス
タ

I

ン
と
ト
ル
ク
マ

I
ン
の
諸
部
を
武
将
に
分
け
与
え
、

必
要
な
園
事
を
定
め
た

と
記
ナ
。

シ
ル
ヴ
ァ

1
ン
に
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
も
一
部
の
み
が
分
配
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

『
シ
十

イ
フ
H

ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
は
、
同
年
バ
グ
ダ
ー
ド
遠
征
に
失
敗
し
た
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
は
(
〉
宮
内

F
H
a
1
3

再
び
タ
a

フ
リ
ー
ズ
に
入
城
し
た
。
彼
は
百
一
践
の
飢
え
た
狼
を
ア

l
ザ
ル
パ

l
イ
ジ
ャ

l
ン
と
ア
ッ
ラ

l
ン
に
放
し
た
。
彼
等
は
各
人
が

望
む
と
こ
ろ
の
こ
と
を
行
い
、
住
民
は
命
か
ら
が
ら
国
を
捨
て
た
。
あ
る
も
の
は
ギ

I
ラ
l
ン、

シ
ル
ヴ
ァ

1
ン、

キ
プ
チ
・
7
4
ク
草

原
に
行
き
、

い
く
ら
か
の
者
は
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
行
っ
た
J

と
あ
る
。
す
な
わ
に
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
は
マ
リ
ク
日
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
放
っ
た
百
頭
の
狼
す
な
わ
ち
徴
税
吏
か
ら
自
由
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
(
の
?
〉
旬

5
2
p
ω
司

hzmぴ
釦
F
N
S
l
出
。
)

ま
た
、
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
領
土
を
占
領
し
た
ジ
ュ
チ
け
ウ
ル
ス
の
ジ
ャ
』
一
日
ベ
ク
の
子
で
イ
ラ
ン
総
督
に
任
命
さ
れ
て
い
た
ベ
ル

マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
子
ア
ヒ
ジ
ュ

l
ク

〉
W
F
4
u
o
が
父
の
旧
臣
を
糾
合
し

，-145ー

デ
ィ
日
ベ
ク
が
本
国
に
撤
退
(
二
二
三
五
年
)
す
る
と
、

て
、
支
配
権
を
樹
立
し
た
が
、
『
シ
ャ
イ
ブ
リ
ウ
ヴ
ア
イ
ス
史
』
に
は

(
〉
日
同
門
F
E
O
)

彼
は
ア
{
ザ
ル
パ

l
イ
ジ
ャ

l
ン
を
ア
シ
ュ
ラ
フ
朝
の
武
将
達
に
分
割
し
、
亡
一
各
人
に
一
地
方
を
与
え
た
。
ア
ミ

l
ル
日
シ
ャ

l
・
ラ

l

フ
ダ

i
ル
問
削
げ
弘
常
を
コ
ク
ヂ
ャ
ク
同
己
内
宮
町
、
ピ

l
ル
ru
ア
サ
イ
ン
と
共
に
ア
ッ
ラ

l
ン
に
遣
し
た

と
あ
る
。
ァ

l
ザ
ル
バ

l
イ
ジ
ャ

l
ン
と
ア

y

ラ
l
ン
以
外
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ア
ヒ
ジ
ュ

i
ク
の
支
配
権
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
一

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
両
地
方
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
寧
が
移
T

動
し
た
ζ

と
に
よ
っ
て
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に
は

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン、

モ
ン
ゴ
ル
~
人
政
権
と
一
土
着
地
方
政
権
と
の

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
プ
l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
寧
は
ジ
ュ
チ
リ
ウ
ル
ス
軍
の
侵
入
に
対
す
る
防
衛
箪
と
し
て
の
役
割
を

果
し
た
と
同
時
に
、
占
領
軍
と
し
て
、
駐
屯
す
る
地
域
に
混
乱
が
生
ず
れ
ば
た
だ
ち
に
出
動
し
て
鎮
圧
掃
討
を
行
う
機
能
を
有
し
た
か
ら
で

あ
る
。大コ

l
カ
サ
ス
山
脈
が
カ
ス
ピ
海
に
没
す
る
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
地
方
は
一
二
世
紀
よ
り
キ
ス
ラ
l
ニ

l

同
日
田
円
削
ロ
日
朝
の
シ
ル
ヴ
ァ

I
ン
H

シ
ャ

l
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
プ
ラ
グ
H

ハ
ン
が
イ
ラ
ン
に
到
着
し
た
時
、
当
時
の
シ
ル
ヴ
ァ

i
ン
日
シ
ャ
ー
が
オ
ル
ド
に
伺
侯
し
た
こ
と

は
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
一
一
一
一
三

0
年
代
に
至
る
ま
で
の
シ
ル
ヴ
ァ

1
ン
の
動
静
を
示
す
史
料
は
き
わ
め
て
僅
'
少
で
、
か
ろ
う
じ
て
君
主
シ

ル
ヴ
ア
ン
・
シ
ャ

l
の
系
図
が
た
ど
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ベ
ル
シ
ャ
語
年
代
記
に
再
び
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
H

シ
ャ
!
の
行
動
が
見
え
る
よ
う
に

そ
の
最
初
は
、 チ
ュ
ー
バ

I
ン
朝
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

七
四
五
(
二
一
一
四
四
/
五
)
年
ケ
イ
コ
パ

I
ド
同
包

azσ
包
の
息
子
で
、
父
に
代
っ
て
実
質
上
君
主
の
地
位
を
与
え
ら
れ

-146-

な
る
の
は
、

て
い
た
カ

I
ウ
ス
開
削
門
戸
田
が
カ
ラ
パ

l
グ
の
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
オ
ル
ド
に
伺
候
し
た
記
事
で
あ
る
。

カ
l
ウ
ス
は
、

マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
が
臣
下
の
一
武
将
を
処
刑
す
る
の
を
目
撃
し
て
恐
れ
、
本
国
に
逃
げ
帰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

七
四
人
(
一
三
四
七
/
八
)
年
の
二
度
に
わ
た
る
チ
ュ
ー
バ
l
ン
朝
の
シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
遠
征
の
原
因
と
な

は
、
七
四
七
(
一
三
五
六
/
七
)
年
、

っ
た
。

ア
ブ
ド
ル
ラ
ザ
ク
・
サ
マ
ル
カ
ン
デ
ィ
ー
は
、
最
初
の
遠
征
に
つ
い
て

カ
l
ウ
ス
が
河
岸
に
来
た
の
で
、

ア
シ
ュ
ラ
フ
に
は
、
事
が
成
立
な
か
っ
た
。
彼
等
は
互
に
和
を
結
ん
で
、
離
れ
た

(ωω
目
白
吋
告
白
門
戸

N
N
ω
)
 

と
記
し
て
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
H

シ
ャ

1
軍
は
、

は
越
え
た
も
の
の
、

カ
l
ウ
ス
を
捕
え
る
こ
と
も
殺
す
こ
と
も
で
き
ず
、
各
地
を
荒
掠
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た

ア
シ
ュ
ラ
ヲ
軍
の
ク
ル
河
渡
河
を
阻
止
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
二
回
目
の
遠
征
軍
は
ク
ル
河

(
明
即
時
同
制
I
F

〉
宵
F
時
点



ωmHHMmw吋
門
戸
川

g
e
-
N
N串

u
n
?
〉
語
ω
Z
P
ω
U
3
1叶
一

Zωσ
州

W
Y
N
C
m
l
∞)。

マ
リ
ク
・
ブ
シ
ュ
ラ
ヲ
は
シ
ル
グ
ァ
l
ン
に
駐
屯
軍
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
、
遠
征
軍
の
武
力
の
み
に
よ
っ
て
は
ジ
ル
ヴ
ァ
l
ン
・
シ
ャ

ー
を
支
配
す
る
こ
と
は
既
に
困
難
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
七
四
五
年
カ

l
ウ
ス
来
朝
の
折
、
マ
リ
ク
・
ア
ジ
ュ
ラ
フ
が
、
彼
に

全
き
栄
誉
を
与
え
、
金
糸
の
帯
、
帽
子
、
金
飾
り
の
剣
を
下
賜
し
、
毎
日
彼
に
接
見
の
名
誉
を
授
け
た
(
司
邑
制
ム
〉
耳
F
N
N
U
)

の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

次
に
、

マ
リ
グ
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
子
ア
ヒ

l
ジ
ュ

l
ク
が
父
の
残
党
を
集
め
て
支
配
権
を
打
ち
立
て
、

ア
ッ
ラ
l
ン
を
自
己
の
武
将
に
与

え
た
時
、

ガ
ン
ジ
ャ
の
ω丘
町
凶
の
住
民
は
カ
!
ウ
ス
に
救
援
を
求
め
た
。
カ

l
ウ
ス
は
息
子
ヌ

l
ル
ダ
ル

Z
位
三
一
山
門
を
派
遣
し
た
。

シ
ル
ヴ

ァ
l
ン
軍
、
が
ク
ル
河
の
ジ
ュ

l
イ
・
ノ
ウ
で
チ
ュ
ー
バ

l
ン
朝
の
軍
隊
を
敗
り
、

ア
ラ
ス
河
ま
で
進
撃
し
た
後
、
両
者
の
間
で
和
平
が
結
ば

(
〉
げ
門
戸
冨
。
)
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
、
シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
H

シ

-147ー

れ
、
ヵ

l

v
ス
は
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
、
ア
ヒ

l
ジ
ュ

i
ク
は
カ
ラ
パ
グ
に
一
民
っ
た

ャ
1
は
、
チ
ュ
ー
バ
!
ン
朝
の
権
力
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
シ
ャ
イ
フ
H

ウ
ヴ
ア
イ
ス
の
時
代
に
二
度
に
わ
た
っ
て
カ
ラ
パ
グ
に
遠
征
し
、
多
く
の
住
民
を
捕
虜
と
し
て

シ
ル
ヴ
ブ

I
ジ
に
連
れ
帰
っ
た
。
こ
れ
は
、
シ
ャ
イ
フ
H

ウ
ヴ
ア
イ
ス
の
懲
罰
遠
征
を
惹
起
し
た
(
七
六
八
日
一
一
三
ハ
六
/
七
年
)
。
し
か

し
、
遠
征
に
は
成
功
し
た
も
の
の
、
ウ
ヴ
ア
イ
ス
は
、
ヵ

l
ウ
ス
に
七
六
五
(
二
ニ
六
三
/
四
)
年
以
来
の
臣
従
関
係
の
再
確
認
を
求
め
た
に

ま
た
彼
は
、

す
ぎ
な
か
っ
た
(
〉
旬
国
s
h
p
ω
認
1
8
。

一
方
、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
は
、

ア
ッ
ラ

I
ン
の
側
面
に
位
置
し
て
カ
フ
カ

l
ス
山
中
の
ダ
リ
ヤ
ル
峠
を
押
え
、

シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
と
共
に
イ

ル
リ
ハ
ン
国
本
土
防
衛
の
騎
壁
で
あ
っ
た
。

主
都
ト
ピ
リ
ス
ィ
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
総
督
(
シ
ャ
フ
ネ
日
ダ
ル
ガ
チ
V

が
置
か
れ
て
治
安
維
持

に
、
イ
ラ
ン
人
徴
税
官
守
山
口
)

が
税
務
に
当
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
に
述
べ
た
ご
と
く
多
数
の
一
モ
ン
ゴ
ル
人
が
こ
の
地
方
の
内
部
に
ユ
ル
ト

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ
l

ン
一
と
グ
ル
ジ
ス
タ
i
γ

の
モ
ン
ゴ
ル
寧

を
割
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
等
は
占
領
軍
で
あ
っ
て
、
一
旦
反
乱
が
起
こ
れ
ば
、
最
初
に
動
員
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
一
イ
ル
民
ハ
ン
の
権
力

タ
ル
一
河
流
域
の
そ
ン
、
ゴ
ル
軍
兵
力
一
に
減
退
を
見
始
め
た
ア
ブ

I
サ
イ
ド
の
治
世
期
以
降
、
グ
ル
ジ
ア
王
国
め
政
治
的
活
力
は
飛

が
弱
ま
り
一
、

躍
的
に
高
ま
っ
た
。
『
モ
ン
ゴ
ル
人
侵
入
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

付
イ
ラ
グ
の
モ
ン
ゴ
ル

λ
の
間
巴
分
裂
が
生
じ
た
の
で
、

ギ
オ
ル
ギ
の
目
。
括
一
凹
光
輝
王
(
在
位
二
ニ
一
四

?
J
一
三
四
六
年
)
は
、

グ
ル
ジ

彼
は
軍
隊
を
集
め
る
と
ラ
ン

き
、
勝
っ
て
テ
ィ
フ
リ
系
(
ト
ピ
リ
ス
ィ
)
に
帰
っ
た

(
ア
ッ
ラ

1
ン
)

ま
た
或
る
者
は
武
力
で
、
総
て
彼
の
領
土
か
ら
姿
を
消
し
た
o
n
中
略
)

に
入
っ
た
。
そ
こ
で
は
何
の
抵
抗
に
も
逢
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
シ
ル
ヴ
ァ
ン
に
行

ァ
、
か
ら
タ
タ
ー
ル
人
を
追
放
し
た
。
或
る
者
は
策
略
に
よ
っ
て
、

(
切
吋
。
曲
師
ゆ
P
H
W
A
W
A
F
0
1
3
0

ω彼
の
支
配
権
は
次
第
に
モ
ウ
カ
ン
(
ム
ガ
ン
)
、
ヲ
ン
、
ソ
ム
ヘ
ト

ω。
s
wzp(ア
ル
メ
ニ
ア
)
に
固
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
は
彼
に
定
期

的
に
貢
納
を
納
め
た
。
彼
の
領
土
内
に
タ
タ
l
ル
人
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
全
グ
ル
ジ
ア
は
秩
序
が
整
〉
え
ら
れ
て
法
の
下
に
臣
服

-148ー

し

ニ
コ
プ
ス
ィ
ア
か
ら
デ
ル
ベ
ン
ド
に
至
る
ま
で
の
ロ

1
カ
サ
ス
の
住
民
、
ラ
ン
ー
ョ
モ
ウ
ア
カ
ン
、

シ
ル
ヴ
ア
ン
U

ジ
ャ
ヲ
は
彼
の

属
臣
で
あ
っ
た

Q
E
a
-
-
G
品∞}。

モ
ン
ゴ
ル
軍
が
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
か
ら
押
し
出
さ
れ
、

グ
ル
ジ
ア
壬
は
、
最
盛
期
タ
マ
ラ
女
王
の
治
下
と
同
じ
く
、

シ
ル
ヴ
ァ

1

y
、
ア

ホ
ー
ガ

l
v
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
宗
主
権
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
語
年
代
記
の
記
事
が
ど
こ
ま

で
正
確
で
あ
る
か
は
、
他
の
史
料
を
の
対
比
を
必
要
と
す
る
が
、
ア
ブ

l
サ
イ
ド
の
晩
年
よ
り
混
乱
と
分
裂
に
陥
っ
た
イ
ラ
ン
の
そ
シ
ゴ
ル

グ
ル
河
左
岸
を
制
圧
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
少
く
と
も
王
の
晩
年
、
す
な
わ
ち
チ
ュ
ー
バ

l
ン
朝
の
時
代
、

ッ
ラ

l
ン、

人
は
、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
に

t土

モ
シ
ゴ
ル
人
の
支
配
権
が
及
ん
で
い
な
か
う
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

ジ
ャ
ラ
]
イ
ル
朝
は
、

グ
ル
ジ
ア
壬
に
対
す
る
宗
主
権
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
H

シ
十
l
に
対
す
る
の
と
同



様
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
名
目
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
(
の

F
F
m
g
m
)

ア
ヅ

l
サ
イ
ド
の
末
年
に
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン、

グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
、
兵
員
の
不
足
を
き
た
し
て
い
た
が
、
イ
ア
ル
H

ハ
ン
国

が
崩
壊
し
て
、
有
力
武
将
が
塊
備
の
ハ
ン
を
次
々
と
擁
立
す
る
時
代
に
な
る
と
両
地
方
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
部
隊
は
各
地
に
転
戦
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
あ
る
い
は
内
紅
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人
が
ク
ル
河
の
北
か
ら
去
っ
た
後
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
と
グ
ル
ジ
ス
タ

l

と
が
で
き
ず
、

ン
は
自
治
あ
る
い
は
独
立
を
取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
た
。
チ
ュ
ー
バ

1
ン
朝
、
ジ
ャ
ラ
千
ル
郭
は
、

一
時
的
に
遠
征
軍
を
派
遣
す
る
以
上
の
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
両
国
に
宗
主
権
を
認
め
さ
せ
る
の
み
に
甘
ん
じ
な

グ
ル
河
以
北
に
は
駐
屯
軍
を
置
く
こ

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

結

革
問
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本
稿
は
イ
ル
H

ハ
ン
国
の
モ
ン
ゴ
ル
人
部
族
遊
牧
地
分
布
解
明
の
観
点
か
ら
、
北
辺
防
備
の
た
一
め
に
タ
ル
河
、
ア
ラ
ス
河
流
域
に
配
置
さ

れ
て
い
た
そ

γ
ゴ
ル
軍
に
着
目
し
、
ク
ル
河
支
流
ア
ク
・
ス

l
に
沿
っ
で
設
け
ら
れ
た
要
塞
ス
イ
バ
と
そ
の
駐
屯
軍
に
つ
い
て
、
ま
た
ダ
ル

バ
ン
ド
の
前
線
を
防
備
す
る
た
め
シ
ル
ヴ
ァ

I
ン
地
方
に
駐
屯
す
る
軍
隊
、
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
グ
ル
河
、
ア
ラ
ス
河
流
域
に
置
か
れ
て
い

た
寧
陵
の
遊
牧
地
と
領
袖
の
出
身
、
経
歴
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

イ
ル
H

ハ
ン
国
の
対
ジ
見
ヂ
・
ウ
ル
ス
防
衛
の
中
心
で
あ
っ
た
ス
イ
バ
は
、
最
初
に
フ
ラ
グ
が
設
け
た
陣
地
で
、
ア
パ
カ
は
一
二
六
五
年
、

乙
れ
を
恒
久
化
す
る
と
と
も
に
ア
ク
・
ス

i
下
流
の
ダ
ラ
ン
・
ナ
ウ
ル
か
ら
上
流
の
ガ
ル
ド
マ
ン
ま
で
延
長
し
た
。
当
初
怯
こ
こ
に
グ
ル
ジ

ア
兵
、

ム
ス
リ
ム
兵
と
と
も
に
モ
ン
ゴ
ル
兵
が
冬
期
間
駐
屯
し
て
い
た
が
、

ア
ブ
ド
・
サ
イ
ド
の
末
年
に
は
、
こ
の
方
面
に
お
け
る
人
員
の

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
グ
ァ

1
γ
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
、

イ
ル
・
ハ
ン
に
取
っ
て
か
わ
っ
た
チ
ュ
ー
バ

l
ン
朝
の
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
時
に
は
、

ス
イ
バ
も
そ
の

背
後
の
ク
ル
河
岸
も
全
く
無
防
備
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、

ジ
ュ
チ
・
ウ
ル
ス
の
ジ
ャ
ニ
・
ベ
夕
日
ハ
ン
は
住
民
の
支
持
も
あ
っ
て

容
易
に
北
西
イ
ラ
ン
を
占
領
で
き
た
。

シ
ル
ヴ
ァ

1
ン
地
方
と
ム
ガ

1
ン
地
方
に
は
、

フ
ラ
グ
の
晩
年
ヤ
シ
ュ
ム
ト
・
オ
グ
ル
が
派
遣
さ
れ
前
線
地
域
の
防
備
に
当
っ
た
。
ガ
ザ

γ
日
ハ
ン
期
に
は
ジ
ル
ヴ
ァ

l

y
と
グ
シ
ュ
タ
ス
フ
ィ

l
に
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
イ
グ
タ

l
が
設
け
ら
れ
、

ヌ
!
リ
ン
H

ア
ヵ
、

そ
の
死
後

は
ク
ト
ル
グ
・
シ
ャ
ー
が
ナ
判
ご
フ

i
ン
に
駐
屯
し
て
ダ
ル
バ
ン
ド
方
面
防
備
の
最
高
司
令
官
を
つ
と
め
た
。

ア
ブ

l
・
サ
イ
ド
の
時
代
に

は
、
北
に
ザ
ン
ギ

l
、
南
に
タ
ル
ム
タ

l
ズ
二
人
の
万
人
隊
長
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
前
衛
万
人
隊
と
呼
ば
れ
て
い
た
シ
ル
ヴ

7
i
y
駐
屯

軍
は
、

一
一
一
二
九
年
に
は
イ
キ
ン
ジ
、

一
三
三
六
年
ま
で
に
は
そ
の
子
シ
ャ
イ
フ
・
チ
ュ
ー
バ
!
ン
に
与
え
ら
れ
た
が
、

シ
ャ
d
・
フ
・
チ
ュ

-150ー

ー
パ

l
ン
は
、

一
三
四
三
/
四
年
ア

l
ゼ
ル
パ

l
イ
ジ
ャ

l
ン
に
移
動
し
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
の
防
備
は
放
棄
さ
れ
た
。

ス
イ
バ
の
西
南
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
、
前
線
に
近
い
グ
ル
河
水
系
域
に
駐
屯
す
る
も
の
と
、
首
都
に
近
い
ア
ラ
ス
河
水
系

域
に
ユ
ル
ト
を
有
し
た
も
の
と
に
二
分
さ
れ
る
。
グ
ル
、
シ
ス
タ
ー
ン
地
方
軍
と
み
な
せ
る
の
は
前
者
で
あ
る
。
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
軍
司
令
官

シ
ラ
ム
ン
、
プ
リ
ナ
ク
、
ク
ト
ル
グ
シ
ャ

l
、
ク
ル
ミ
シ
、

が
次

i々

と
う
け
継
ぎ
、
特
定
の
家
柄
が
独
占
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
チ
ュ
ー
バ

l
ン
朝
が
成
立
す
る
と
同
家
の
ス
ル
カ
ン
、

の
地
位
は
、

シ
ャ
イ
a

フ
・
マ
フ
ム

l
、ド、

イ
ク
バ
ル
・
シ
ャ

l
、
大
ハ
サ
ン
等

ピ

I
ル
・
フ

サ
イ
ン
、
、
同
家
外
の
ア
ミ

l
ル
・
ジ
ダ
イ
時
が
こ
の
地
位
に
あ
っ
た
が
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ
ラ
フ
の
た
め
に
除
か
れ
た
。
こ
う
し
て
グ
ル
ジ
ス

タ
l
り
ず
に
は
マ
リ
ク
・
ア
シ
会
ブ
フ
に
対
抗
し
得
る
強
力
な
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
。

ま
た
ア
ラ
ス
河
水
系
域
に
は
、
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
、
ド
ル
ベ
ン
氏
、
旧
ケ
レ
イ
ト
王
家
の
三
附
馬
家
が
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
解
体
さ
れ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
軍
移
動
の
後
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
γ
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
土
着
政
権
は
独
立
の
途
を
歩
き
だ
し
た
。

シ
ル
ヴ
ァ

i
ン
で
は
シ
ャ
マ



ス
タ
ー
ン
で
は
グ
ル
ジ
ア
王
ギ
オ
ル
ギ
光
輝
王
、
が
西
グ
ル
ジ
ア
、

ハ
と
一
シ
キ

l
パ
ラ

i
ン
の
、
領
主

H
U
E
B
(自
色
野
)
で
あ
っ
た
カ

l
ウ
ス
が
伝
統
あ
る
シ
ル
ヴ
ァ

1
ン
・
シ
ム
ア

l
の
王
号
を
称
し
、
グ
ル
ジ

ク
タ
イ
ス
ィ
同
ぺ
包
回
目
地
方
の
王
国
と
西
南
、
グ
ル
ジ
ア
の
サ
ム
ツ
へ
の
一
ア

タ
ベ
ク
領
を
統
合
じ
た
。
両
国
は
イ
ル
リ
ハ
ン
国
の
後
継
者
間
家
で
あ
る
チ
ュ
ー
バ

l
ン
朝
、
ジ
ャ
ラ
イ

l
ル
朝
に
対
し
て
あ
る
時
は
宗
主

権
を
認
め
て
従
属
し
、
あ
る
時
に
は
公
然
と
敵
対
さ
え
し
た
。

こ
れ
は
、

イ
ル
日
ハ
シ
国
崩
壊
後
の
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
・
シ
ャ

l
圏、

グ
ル
ジ
ア
王
国
が
、

ヘ
ラ

l
ト
の
ク
ル
ト
朝
、
南
イ
ラ
ン
の
ム
ザ
ッ

フ
ァ
ル
朝
の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ル
コ
系
の
遊
牧
部
族
を
も
政
治
的
、
軍
事
的
に
掌
握
し
て
成
立
し
た
政
権
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

イ
ル
H

ハ
ン
国
の
モ
ン
ゴ
ル
系
、

ト
ル
コ
系
の
軍
隊
と
彼
ら
の
家
族
は
長
く
遊
牧
生
活
を
捨
て
ず
、

イ
ル
日
ハ
ン
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

夏
冬
の
遊
牧
地
の
聞
を
移
動
し

k
。
彼
ら
は
職
能
的
戦
士
集
団
で
は
な
く
、
家
族
と
家
産
を
と
も
な
い
、
再
生
産
の
体
系
を
有
し
て
い
た
。

牧
地
を
め
ぐ
っ
て
の
定
着
農
民
お
よ
び
先
住
遊
牧
民
と
の
関
係
、
ま
た
穀
物
と
手
工
業
製
品
供
給
の
た
め
の
農
村
お
よ
び
都
市
と
の
交
流

-151ー

は
、
社
会
経
済
史
、
社
会
史
上
の
興
味
あ
る
テ

l
マ
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
稿
で
用
い
た
史
料
と
方
法
で
は
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特

に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
商
か
ら
の
実
態
は
同
時
代
史
料
か
ら
は
分
析
で
き
ず
、
後
世
の
実
地
調
査
に
も
と
寺
つ
い
た
研
究
か
ら
類
推

す
る
に
留
ま
ろ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
人
は
単
に
軍
人
と
言
う
だ
け
で
な
く
、

イ
ル
H

ハ
ン
閣
の
一
等
市
民
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
の
領
袖
は
イ
ル
日
ハ
ン
一
族
と
通

婚
し
、

一
種
の
貴
族
階
級
を
形
成
し
、
様
々
な
官
制
の
要
路
を
占
め
た
。
従
っ
て
千
人
隊
、
万
人
隊
の
指
揮
権
と
部
族
支
配
権
の
継
承
を
イ

ル
リ
ハ
ン
圏
全
土
に
つ
い
て
明
ら
か
に
一
す
れ
ば
、
イ
ル
リ
ハ
ン
国
政
治
史
の
多
く
の
側
面
が
現
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
)
そ
れ
以
降
の
イ
ラ
ン

政
治
史
の
展
望
も
聞
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
述
べ
た
地
域
に
関
し
て
も
、
建
国
以
来
の
集
団
が
次
第
に
解
体
あ
る
い
は
移
動
し
て
、
最

北
大
文
学
部
紀
要



シ
ル
ヴ
ァ

l
γ
と
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
寧

終
的
に
は
チ
ュ
ー
バ

l
ン
朝
、
ジ
ャ
ラ
イ

l
ル
朝
に
対
抗
し
得
る
勢
力
が
残
ら
な
か
っ
た
事
情
を
示
す
ζ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
先
だ
っ
一
て
千
人
隊
、
万
人
隊
そ
の
も
の
の
制
度
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
人
事
、
組
織
、
が
ど
の
よ
う

で
あ
っ
た
か
の
具
体
的
全
体
像
を
示
さ
な
い
で
、
特
定
の
個
人
の
昇
進
、
降
格
等
の
記
事
を
追
っ
て
も
、
国
家
組
織
に
関
す
る
知
識
は
得
ら

門
部
)

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
仮
に
シ
ル
ヴ
ァ

1
ン
軍
、
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
軍
と
呼
ん
だ
も
の
の
姿
が
明
瞭
で
な
レ
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
し
た
軍
隊
は
、
北
西
イ
ラ
ン
に
駐
屯
し
て
い
た
も
の
の
極
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ウ
ル
ジ
ェ
イ
ト
H

ハ
ン
の

宮
廷
の
二
五
名
の
大
将
軍
吉
自
民
問
l

山
ぴ
自
己
品
i
-

岳山
ml山
口
出
首
席
問
)
中
、
ホ
ラ
!
サ
1
1

ン
の
四
名
、
ル

l
ム
、
デ
ィ
ヤ
ル
バ
ク
ル
、

バ
グ
ダ
ー
ド
の
計
五
名
を
除
い
た
一
六
名
中
の
四
名
(
チ
ュ
ー
バ

l
y
、
イ
レ
ン
ジ
ン
、
タ
ル
ム
タ

l
ズ
、
ト
ゥ
ク
マ
ク
)
に
つ
い
て
言
及
し

た
の
み
で
あ
る
。
イ
ル
H

ハ
ン
国
の
全
土
に
つ
い
て
、
ま
た
軍
隊
組
織
の
全
体
に
つ
い
て
同
様
の
検
当
を
行
レ
、

造
と
土
着
社
会
支
配
体
制
を
飾
服
す
る
こ
と
は
今
後
の
努
力
に
期

L
た
い
。

設

(
1
)
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
は
、
グ
ル
ジ
ア
ハ
℃
〕
三
γ
「
司
可

ω
民
国
)
、
ジ
ョ
ー
ジ

ア
ハ
開
ロ
m-
の
冊
。
円
阿
佐
)
、
自
称

(ω
岳
民
守
冊
目
。
)
の
ペ
ル
ジ
ャ
語
の
表

現
で
あ
る
。
イ
ル
H

ハ
ン
国
の
〆
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
州
は
、
セ
ル
ジ
ュ
!

?
一
朝
以
前
と
は
漂
っ
て
、
グ
ル
ジ
ア
・
パ
グ
ラ
ト
朝
の
領
土
か
ら
成
っ

て
お
り
、
大
ア
ル
メ
ニ
ア
州
の
~
一
部
も
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ

l
ム
地
理
学
の
習
慣
で
は
、
西
部
グ
ル
ジ
ア
を
グ
ル
ジ
ア
の
他
の
地
域

と
区
別
し
て
ア
ブ
ハ

l
ズ
ハ
〉
Eσ
・
M
M
m
w
円

G

〉
σ広岡山
N
〉
と
称
す
る

ハ
窓
口
忠

2
5・
ミ
E
N
F
ミ・

5
g
o
ま
た
ー
シ
ル
ヴ
ア
一
l
ン
は
今
日
の
ソ

イ
ル
川
ハ
ン
閤
の
国
家
構

-152一

連
邦
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
北
半
、
ク
ル
河
以
北
の
地
の
歴
史

的
呼
称
で
あ
る
が
、
ダ
ル
パ
ン
ド
と
グ
シ
ュ
タ
ス
フ
ィ
ー
が
別
個
の
地

方
と
し
て
数
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

(
2
)
フ
ラ
グ
の
時
代
に
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
ズ
ィ
ド
ズ
(
同
町
項
削
官
メ
一
位
N
)

が
ト
ビ
リ
ス
ィ
(
テ
ィ
フ
リ
ー
ス
)
の
徴
税
官
公
色
目
)
で
あ
っ
た
こ

と
が
あ
り
(
∞

g
Z
2・
呂
田
・
日
目
ω
一
℃
曲
目

E
¥〉
量
ω由
h
pロ岡、∞∞〉、

ま
た
、
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
人
ブ
グ
ン
∞
口
mv口
ロ
が
グ
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の

シ
ャ
ブ
ネ
田
町
田
町
ロ
仰
で
あ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ハ
勺
曲
目
民
』
¥
〉
』

5
白

h
P

H
i
-
-

呂町

4
8
0
イ
ル
H

ハ
ン
国
は
両
職
に
よ
っ
て
支
配
地
の
行
政
的
掌
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Buqa， Taghach貝r(PaulH且IAJl問 a，lle，111， 1O~ーの
@.1.111く《叶Q.Iド入、え=糸、弐 Qita'Shiramun (Sirmon)， 

Alinaq (Aliqan)，.Qu.rmishi (Qour-moutchi)， Abatay 

(TaM )l{e， .112; Brosset， 577， 578; Mustau白， T.G" 591 

@ 1 11-¥1 1社C-'Q""斗ホト蝦是正 Sirmon，Aliqan. 

Taicho， Abatchi (Brosset， 585) 

1 11-¥1 li1崎小・ Q、で『ふかふ 1縄民~'Sirmon， Alican (ibid.， 

585) 

@111くく社Q~';:・ b 斗"1'-R室主， Buq孟}inksan;Qunjuqbal

(j霊堂)Paum且IAJllI3a，lle" 111， 208 
O111く千君主トQ寂ιh斗"¥'--R醤， Tukal(i喜怒);Shiktur b、

I1kaYi Qunjuqbal (jS:;挺)， Tagajar，τughrilja， • T邑ijii.b. 

Buqu， Chuban (TaM )1{号， 221:勘'lustaufi，T. G. 598) 

@111<長母、γ 穴斗ホトば主回i~' .Quntchiba fis de Sirmon 

Noin，Qourmtchi.fis. de Aliqan (Brosset， 607) 

@111-f引ぐ社Qトえ尺 1¥'¥入.-女王ミミ Q記， Chuban， Sulam・

ish， Qurmishi，τu只hrilja，T五ytaq，I1basmis.h (paum且/

AJllI3ane， 111， 305: Mus.taufi， T. G.， 603) 

② 111長同社トQ耳、えおト『州、主主ヤトマ Qlば容量， Khoutlou 

Chah， SiboutclJ，jfiljs de KhputlouChah， Qourmtchi， 

Arp!}a fr色r:ecl色 Qourmtchi，j¥linji(Brosset， 619， 621， 

625) 

親会J¥と('420 

(∞)*沼恒!lJl!!r~':Þ入=え入 Q苦言喜童話排JW寺~~鋼材え小村正作請を

~臣民』総 10rrþ' 1長K1-l!t'区「方「え侭入国はおきと点、「足、

気{翠以 P ムドJW寺~~~寝4く紗?<卦綴喜三陳』線引~\t>' 1兵同
長社

(申)え Kム斗ャ入、営， (Le Strange， 177) :;，え ~h~ 入以

怪草詰4ーのト、気 I\'\~λ 翌f;: Q ムえ n 去三士{'印〉加え -<Q 1!!単r<喪

主l$~' ホィ一夫容は保全量，..)42.，-¥J"I早tVO

(凹)*83.紙!lJl!! rャえく〆 Q~I*昭事号・同組事翌JW版社名〈尾忠』総111

国語。総思at<1ー 10<Jnll:0

(∞) V. Minorsky，“ Mongol Place~names. in. Mukri Kur. 

distan，" Belletin o[ the Sc;hool o[ Oriental and A[ri-
can Studies， vo1. XIX， no. 1. 1957; Entesharat-e 

Dayera-e Joghra fiyayi-y巴 Setad-eArd巴sh，Farhange 

joghrajiayayi-e Iran， I;-X， Tehran， ， 1949-1954 

(坦) ふ弐私ト{入P 宝、弐'，\.1<:、々九一 λ ~~.Q若手記 Ql~~1E年以 WiS:;';ß

甲司必tV穏健士1去~Q --\I~ヰ心'p特約。

81111(11川社Q殺てえふ鋒'Shir・amun(iS:;挺)，Samaghar

cng:斗)'Abatay (ng:.1.j)， 11匂y，Tudall， Batu， Saiiday， 
Chaghã~.13ulãrghü， ~ügh，ün\ SulCan Juq (paum且IA耳目-
3aJj;e， 111，87-8; Mustau九 T.，G.509.: Banakati， 424-5) 

@111K同社Q紋Yえふ鋒， YashmutUghul. Qutu-

今~iく?<脅ト稲辺国同



;:.，ミミbト-7、心、七ミユ:).1く尽、ーλe時3λ加士甲骨

③ 11111 ・く叶、えネト削除長夫司rQffit起草巡主主， Zaal-Melik， 

Akhrountchi frere du pere de Tchopan (ihid.. 642) 

(ト)V. Minorsky， A History 01 Sharvan and Darvand in 
the 10th-11th century， Cambridge， 1958; C. O. XaH 

M3roMe且OB，.sep6eHδ(Topflafl ，cmefla AY.ilbi Ta6acap-

afla)， JIeHHHrpaJJ.， 1979 

(∞) P3UIH且/AJlH33JJ.e， 111， 87-89; Va符五f，49-50; Mustaufi， 

Ta'rikh-i Guzida， 590; Banakati‘424-5; Dulaurier，505-

6 ; AOhsson， III， 379-383 :J;I;l江区総同封。 111-¥J1 -11]m( ~ 

日oworth，Part U， div.， 1， 113-116， part 111， 193-199 

Boyle， Dynastic. .'， 352-354; AJlH3aJJ.e， 318-320 

(∞) Pauul且/AJII13a且e，111， 103-104 ; Vai?号af，51; Mustaufi， 

Ta'rikh-i Guzida， 591; Banakati， 427-428; Dulaurier， 

1858， Juin， 508， 1860， Oct.:-:Nov.， 310.，..311; d'Ohsson， 111， 
418-419; Howorth， part 1， div.， 1， 123-124， part 111， 

223-224; Boyle， 354; A耳目3a且e，320-321 

(~)主主トトキ{ト Q社ギ.W 1L:l三身11兵 ν;;' l'Q W~ ト示中-1'臨戦

総J1L:t;y' Isiba尚治 sibah 士1ι え円相g~ H!制翻 divär-i bast 

~11I1 il N:\ J AJiQ時 (Va寺号af，.681; cf， AJlH33且e.321)。即入 n

え蹄:t;ýてを、、 _%BJ思惑~""' sibe必l裕士ぷ (Boyle'348)0 

"1' tl ~印士! siba :t;y“un retranchement "制41E4t長+--l'Qトlト

ト穏や時点心←l'Q(Brosset， 569-570 n)O ...l-iミ...l~J Q出E21

lR，朝時間関」会1純吉氏←ぬ即入羽犬同H-'母子。 (D.Lessing， 
Mongol-English Dic.， .Berkeley and Los Angeles，. 1960. 

p.694)。制ぷ魁瞬縛犠総担問H<世嶺(F総長Q穏Pモト-iミ干ミ4ミ
|叫主」士f“Sibege，sibegen" はくD矧朝盟O援護言⑪恕里国10馬会j

め吋νムl'Q0
(口)、士、ト補E令〈鍾1Lm司川崎中f1 Sako 1L ('ム¥-" cf.， K. P. 

KHKHaJJ.3e， K pa3も51CHeHHIO0且Haro reorpaφH'leCKO.り

Ha3BaHH5I B CO耳目HeHH)Irpy3HHcKO.rO aHOHHMHoro HCT-
OpHK3 X1Y BeK3 (Ha rpy3. 513ふ Tpy3uHchOeHcmo't圃

HUlcooeδeHue 1 ， 1973 

(出)を割~ \~λK限 lト 4トパム1L:t;ý，“fousees e autres tran. 

ches" \ト lト入惚 lト 4ト Tくム~~“ magna fossata et alia mu-

nimenta (p.336) AJiQ時。

(口)決えとムト λ士:!W奪取似』 以:t;y'“dasht-iK. r. do man" AJ 
時五，，'p，午、ヤト'1>~トャ rくる{Jl 1L:t;y'“号ahr五一iK' r. d. 

mun" 心.cji'ν;;'l'Q。 裂M~~肉屋:;:;;-.' ト、、..1'¥~起き撃事:t;ý'

ト、'I¥-te達三県ム-6.c、ヨ翠AJ必Fνムl'Q(World Aeronaut-
ical and 0ρerational Navigation Chart，. Produced; by 

SPS， RE in 1967fromPC F-4cBase 100， 1965. Baku) 

QV 除草j\AJ ムN:\刊号民'.fl住民苦11千J.;~ l'Q iミ1L:ti霊長EtA州工」吋N:\O

.çj~ヰ， Gerd;man， Gardman AJ;;' 心事号待士!f1-1司令t<Q待望

ば民心~l'Q (V. Minorsky、Studiesin CaucasianHistory 

寸4
u、



ruロ
&
o
p
H由
g-MUiω0・
忠
一
司
・
図
。
4
}
岡田ロロ

m
ω
g
p
町
民
営
a
a
s民

NW両
足
時
『
余
〈
g
m
g
P
5
8・
A
F

叶∞
i品
∞
。
一
一
回
・
出
回
目
}
由

n
F
S
E
P
同】町町

民

NHa『
還
さ
な
町
営
3
0
3さ
む
室
町
畏
〉
ヨ
凹
片
品
円
色
白
同
居
"
5
2・
ω印
Nh

hH・
〉
・

5
』
白
国
自
由

E
b
p
、、2Jザ。、苫。包。白⑤母向。

冨
∞
g∞
.
2℃・
2
)
こ
の
地
域
で
野
外
踏
査
を
行
っ
た
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史
学
研
究
所
合
貝
は
、

ζ

の
あ
た
り
に
は
多
く

の
遺
跡
が
あ
り
、
発
掘
し
な
け
れ
ば
特
定
は
線
難
で
あ
る
と
述
べ
た
。

(
U
)
こ
の
語
は
中
世
ア
ル
メ
ニ
ア
認
に
は
見
ら
れ
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
・
ト

ル
コ
立
話
の
¥
帥
¥
・
¥
田
町
¥
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
諸
に
入
る
際
相
互
に
交
替
す

る
亡
が
あ
り
(
例
忌

-
m
Z
5
5ロ
ロ
人
名
〉
〉
口
出
・

ω山口
g

g、
ま

た
7
ル
メ
ニ
ア
語
字
母
宮
ハ
無
音
の

y
)
と

EM1(軽
い

r
〉
は
形

が
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
デ
品
ロ
リ
エ
訳
の
転
写
は
西
部
方
言
に
よ

っ
て
い
る
か
ら
、
東
部
方
一
百
で
は
田
町
g
R
と
表
記
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
た
包

σ田
沼
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

(
日
)
サ
マ
グ
ル
H

ノ
ヤ
ン
は
一
二
七
七
年
春
に
ト
ゥ
グ
、
ト
?
ダ
ウ
ン
の

両
武
将
が
ア
プ
ル
ス
タ
ー
ン
で
戦
死
し
た
後
、
ル
ー
ム
に
派
遣
さ
れ
た

℃
曲
目
喜
四
¥
〉

UHEω
白』

P
ロ
HWHOM
山口同・・明白門戸}内

ω同
MEg--EK戸口同仏。
z
a

門
凶
同
室
。
除
。
ロ
同
吋
J
'
切除去尋問泣

h
g
a弘、遺
QHaミ
N
v
q
h弘之
"
P
E
g・

u
-
E
P
S
I
B〉
メ
ン
グ
テ
ム
ル
も
一
二
八
二
年
に
そ

I
ス
ル
で
死
亡

し
た
(
℃
白
自
国
』
¥
〉
』

5
白
h
p
ロ
p
g
e

(
時
}
ヘ
ヲ

l
ト
の
君
主
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
・
グ
ル
ト
は
、
六
七
五

(
一
二
七
六
/
七
V

年
オ
ル
ド
に
お
り
、
彼
の
息
子
ロ
グ
ヌ
ッ
デ
ィ

l

北
大
文
学
部
紀
要

γ
は
ダ
ル
メ
ン
ド
防
衛
箪
に
編
入
さ
れ
て
い
た
(
吋
宮
司
、
三
雲

』
量
豊
ぬ
よ
匂
岳
、
長
。
L
『

h
w
a
q
s
s
h
h
R
P
S
3
§
a
h叫
芯
芯
吋
昌
ぜ

s
a
h
i

hhh
マb
S
F
a
-
-
冨
ロ
E
g
g包

N
g
E
1
8
1
2
E
z
r
a
Z
3・

ペ
円
四

y
g
p
ω
印

ω
1
3

(
げ
)
ア
ル
タ
ー
ン
は
ア
ラ
l
ン
己
創
ロ
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

(
四
)
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
ブ
も
、
ガ
ザ
ン
は
第
一
次
シ
リ
ア
遠
征
(
一
二
九
九
!

一一一一

O
O年
)
に
先
だ
っ
て
、
キ
ジ
ュ
ラ

1
ク
の
地
バ
グ
ダ
ー
ド
で
、
ヌ

l
リ
l
ン
に
ダ
ル
バ
ン
ド
、
パ
グ

I
、
ア
ッ
ラ
l
ン
の
守
護
を
命
じ
元
、

と
記
す
(
〈
自
由

R
S
3
0

(
日
間
山
ヌ

I
リ
ン
、
ク
ト
ル
グ
・
シ
ャ
l
両
者
の
出
自
経
歴
に
つ
い
て
は
、

士
山
茂
論
文
、
一
一
二
一
一
1
4
4
4

六
頁
、
八
三
|
五
頁
を
参
照
せ
よ
。

(
初
)
『
集
史
続
篇
』
に
も
「
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
ス
ル
タ
I
ン
・
ア
ブ
l

サ
イ
ド
の
側
か
ら
バ
ル
ミ
ヤ
l
ズ
切
R
s
q貯
が
数
部
隊
の
兵
士
と

共
に
そ
の
方
面
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
〈
恒
削
品
川
ム
〉
可
申
'

ロ
⑦
。
国
民
s
q貯
は
、
H，R
g
g
N
が
正
し
い
。
彼
の
出
自
に
つ
い
て

は、

a
L
P
ω
O
H
H
M
m♂
目
。
口

-nx-

(
幻
)
。
。
色
町
、
お

2
R
U
円。邑旬
vkAhw見、
qb帆
HAWU竜
門
む
提
唱
冨

o
n
R
E
-
H
U吋
ゲ
宮
1

ω印

u
n
o
R
S
2
E
S
E
-
守
E
5
5
2
E
L由
由
刊
誌

ω印山

。
。
寝
返
町
、
町
民
間
円
。
shphk司ミ旬、
hhhhHVH由
酌
タ

ω由
1ω
吋
U

(
明

ω
)

チ
ョ
ル
マ
グ

γ
日
ノ
ヤ
ン
系
の
軍
隊
に
つ
い
て
も
、
志
茂
碩
敏
氏
が

論
文
を
発
表
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

(
お
)
ヌ
ワ
イ
リ
l
は
、
タ
ズ
吋
田
N

が
ク
ル
ミ
シ
の
有
し
て
い
た
タ
パ
リ
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シ
ル
ヴ
ァ

l
y
と
グ
ル
ジ
ス
タ
l
ソ
の
モ

γ
ゴ
ル
寧

系
タ
l
ン
の
指
揮
権
を
継
い
だ

(
q
o
z
g
p
同
〈
・
忠
N
W

ロ
佐
口
訳

第
六
巻
二
九
六
頁
V

と
す
る
が
、
タ
パ
リ
ス
タ
ー
ン
は
、
明
ら
か
に
グ

(
グ
)
ル
ジ
ス
タ
ー
ン
の
誤
り
で
あ
る
。

(μ)
カ
I
ウ
メ
は
カ
ラ
パ
グ
に
侵
入
し
て
多
数
の
捕
虜
を
も
た
ら
し
た

が
、
こ
れ
は
か
つ
て
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
支
配
か
ら
脱
し
た
グ
ル
ジ
ア

王
国
が
ク
ル
河
中
、
下
流
に
多
数
の
キ
プ
チ
ャ
ク
人
を
入
植
さ
せ
た
と

同
じ
く
、
シ
ル
ヴ
ァ

l
ン
各
地
の
荒
撫
地
に
植
民
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ

た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
移
住
、
ジ
ュ
チ
日
ウ
ル
ス

寧
の
侵
入
に
よ
っ
て
、
シ
ル
ヴ
ァ
l
ン
の
農
村
は
荒
廃
し
人
口
も
減
少

し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

(
H
・
M
M
・
H
I
2
円

g
v広
島
M
J

R

、H，V
叩

ω。ロ目。
E
開

n
oロ
O自
由
円
。
。
ロ
内
回
目
己
oロ

O片
岡
門
田
口
ロ
ロ
色
町
同
一
昨
HH何

回-i同
F削
ロ
印
¥
同
Jhw向
。
s
sミ
札
h同
町
民
hHqミ
ミ
一
』
マ
S
F
〈

o
r
印唱

。由民同ぴ円四円同時タ

S
E
-
-
u・
怠
由
一
〉

hHEUZ巾
w
2日)-N忠
)

(
お
)
河
・
、
吋
問
問
】
唱
白
吋
一
-N》
aMH宗主

S
R向、色町弘同恥円
MlN川町口器むき巳
3
・

nqs-達
三

aah同
包
HShH『
S
B
S
h
~
s
s
s
gお
見
ミ
志
向
、
白
色
、
，
ミ
ミ
S
S
S
H
S
H

H
E
P
-
F。ロ仏
o
p
S誌
は
実
地
調
査
に
も
と
寺
つ
い
た
シ
ャ
ー
プ
セ
ヴ

ァ

γ
族
社
会
の
分
析
で
あ
り
、
同
じ
著
者
の
よ

w
g
Z
2
8
Z
M山田町・

曲
三
件
市
民
曲
目
同
ノ
凶
・
め
・

0
・
h
・
伊
-

M

内M
内
凶
〈
戸
巴
訟
は
、
こ
の
集

団
の
起
源
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
、

ω宮山町田
2
E
(
O
R
E
S口ロ

宮
町
出
ihFAG一
回
可
同
ロ
呂
町
凶
仰

Y
N
W
S
4
a
s
h
-
-同吋品輸、町』
wbp
〈
♀
・
ロ
p

zs・
叩
は
、
ト
ル
コ
マ
ン
族
の
イ
ラ
ン
移
住
か
ら
一

{
O世
紀
初
頭
に
至

る
シ
ャ
ー
プ
セ
グ
ァ
ン
族
社
会
の
歴
史
的
概
略
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
伊
豆
・
巨
白
富
民

hghu巾唱しベ
S
肖

h
E
S
H
d
q
S詑ロ
fRト
玄
室
、
、
E

ま
hkHhhγ
問。おおむ

-hEOl言
。
足
。
S
E
R
R
-呂
町
誌
、
。

q
h
E
h
F
h
2
0
s
s
b・

。
S
E
H
Vしヨ
h
h
s
l
h同
町
ミ
口
、
号
。

1
U
R
2
0・h
h
h
s
h
2
2
E
S
E
-

gkhhhv
司
。
吉
田
内

F

S
呂
に
は
、
グ
ル
ジ
ア
国
内
の
種
々
の
牧
畜

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
現
在
グ
ル
ジ
ア
園
内
で
大

規
模
な
遊
牧
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
ト
ピ
リ
ス
ィ
の
南
方
、
ア
ハ
ル
ツ

ー
へ
の
周
辺
、
ミ
~
ン
ゲ
チ
f

ウ
:
ル
湖
の
北
岸
の
三
個
所
で
、
い
ず
れ
も

タ
ル
河
本
流
域
で
あ
る
。

(
お
〉
イ
ル
日
ハ
ン
国
末
に
は
、
国
初
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
厳
密
な
ム
l
進

法
に
も
と
や
つ
い
た
部
隊
編
成
は
崩
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
ア
ブ
l

サ
イ
ド
の
後
区
千
人
隊
(
へ
ザ
l
レ
〉
に
か
わ
っ
て
部
隊
(
コ
シ
ョ
シ
)

の
部
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
1

十
進
法
に
も
と
を
つ
い
た
部

-
、
隊
の
呼
称
が
兵
員
の
実
数
を
一
示
し
得
な
く
な
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い

か
(
関
野
英
二
「
モ
グ

I
リ
ス
タ
ー
ン
遊
牧
社
会
史
序
説
」
『
西
南
ア

ジ
ア
研
究
』
一
七
、
二
六
頁
、
羽
田
正
「
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

i
朝
の
成
立

『
東
洋
史
研
究
』
二
一
七
巻
二
号
、
二
一
六
頁
参
照
一
)
。

(
幻
)
本
稿
で
知
り
得
た
グ
ル
唱
シ
ス
タ
ー
ン
に
ユ
ル
ト
を
有
し
て
い
た
千
人

隊
、
万
人
隊
の
司
令
官
の
地
位
の
継
承
関
係
を
次
図
に
示
し
た
。

補
註

(
お
)
ポ
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
に
お
け
る
そ

ソ
ゴ
ル
語
地
名
研
究
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
P

円
巾
受
々
と
Hus-
「・

〉
4

の旬。回白日
vr
司角川。可匂白争国岡山巾
g
g
H
4
m
w目
選
出
国
O
回
〉
U2vα
白昨
h
出
?
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国
治
」
μ
行
抽
出
寺
川
伊
の

E
N山
口
同
町
宮
思
議
混
同
δ
凶
銚
|
」
『
吋
℃

刈
・

U
1
刈
唱
法
判
刑
制
U

門
会
事
噴
出
』
H

∞hv
活

吋

申

付
記
本
稿
の
骨
子
は
、
一
九
七
八
年
十
一
月
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究

会
で
発
表
し
、
列
席
さ
れ
た
士
山
茂
碩
敏
氏
、
花
田
字
秋
氏
に
御
批
判
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
こ
に
謝
辞
を
述
べ
る
。
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